
第９３回神河町議会臨時会に提出された議案

○町長提出議案

第３４号議案 専決処分をしたものにつき承認を求める件（神河町税条例等の一部を

改正する条例）

第３５号議案 専決処分をしたものにつき承認を求める件（神河町国民健康保険税条

例の一部を改正する条例）

第３６号議案 専決処分をしたものにつき承認を求める件（神河町公の施設（峰山高

原ホテルリラクシア）の指定管理者の変更について）

第３７号議案 専決処分をしたものにつき承認を求める件（神河町公の施設（峰山高

原スキー場）の指定管理者の変更について）

第３８号議案 専決処分をしたものにつき承認を求める件（令和元年度神河町一般会

計補正予算（第５号））

第３９号議案 神河町学童保育クラブ設置及び管理運営に関する条例の一部を改正す

る条例制定の件

第４０号議案 令和２年度神河町一般会計補正予算（第１号）

○議会提出議案

発 議 第 ３ 号 神河町議会委員会条例の一部を改正する条例制定の件
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神河町告示第105号

第93回神河町議会臨時会を次のとおり招集する。

令和２年４月27日

神河町長 山 名 宗 悟

１ 期 日 令和２年５月８日

２ 場 所 神河町役場 議場

３ 付議事件

（１）専決処分をしたものにつき承認を求める件（神河町税条例等の一部を改正する条

例）

（２）専決処分をしたものにつき承認を求める件（神河町国民健康保険税条例の一部を

改正する条例）

（３）専決処分をしたものにつき承認を求める件（神河町公の施設（峰山高原ホテルリ

ラクシア）の指定管理者の変更について）

（４）専決処分をしたものにつき承認を求める件（神河町公の施設（峰山高原スキー

場）の指定管理者の変更について）

（５）専決処分をしたものにつき承認を求める件（令和元年度神河町一般会計補正予算

（第５号））

（６）神河町学童保育クラブ設置及び管理運営に関する条例の一部を改正する条例制定

の件

（７）令和２年度神河町一般会計補正予算（第１号）

（８）常任委員会委員の選任

（９）議会運営委員会委員の選任

（10）特別委員会委員の選任

○開会日に応招した議員

 納 良 幸 藤 森 正 晴

三 谷 克 巳 藤 原 裕 和

澤 田 俊 一 栗 原  哉

小 寺 俊 輔 藤 原 日 順

吉 岡 嘉 宏 安 部 重 助

小 島 義 次

○応招しなかった議員

な し
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令和２年 第93回（臨時）神 河 町 議 会 会 議 録（第１日）

令和２年５月８日（金曜日）

議事日程（第１号）

令和２年５月８日 午前９時開会

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 第34号議案 専決処分をしたものにつき承認を求める件（神河町税条例等の一

部を改正する条例）

日程第４ 第35号議案 専決処分をしたものにつき承認を求める件（神河町国民健康保険

税条例の一部を改正する条例）

日程第５ 第36号議案 専決処分をしたものにつき承認を求める件（神河町公の施設（峰

山高原ホテルリラクシア）の指定管理者の変更について）

第37号議案 専決処分をしたものにつき承認を求める件（神河町公の施設（峰

山高原スキー場）の指定管理者の変更について）

日程第６ 第38号議案 専決処分をしたものにつき承認を求める件（令和元年度神河町一

般会計補正予算（第５号））

日程第７ 第39号議案 神河町学童保育クラブ設置及び管理運営に関する条例の一部を改

正する条例制定の件

日程第８ 第40号議案 令和２年度神河町一般会計補正予算（第１号）

日程第９ 発議第３号 神河町議会委員会条例の一部を改正する条例制定の件

日程第10 常任委員会委員の選任

日程第11 議会運営委員会委員の選任

日程第12 特別委員会委員の選任

本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 第34号議案 専決処分をしたものにつき承認を求める件（神河町税条例等の一

部を改正する条例）

日程第４ 第35号議案 専決処分をしたものにつき承認を求める件（神河町国民健康保険

税条例の一部を改正する条例）

日程第５ 第36号議案 専決処分をしたものにつき承認を求める件（神河町公の施設（峰

山高原ホテルリラクシア）の指定管理者の変更について）

第37号議案 専決処分をしたものにつき承認を求める件（神河町公の施設（峰
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山高原スキー場）の指定管理者の変更について）

日程第６ 第38号議案 専決処分をしたものにつき承認を求める件（令和元年度神河町一

般会計補正予算（第５号））

日程第７ 第39号議案 神河町学童保育クラブ設置及び管理運営に関する条例の一部を改

正する条例制定の件

日程第８ 第40号議案 令和２年度神河町一般会計補正予算（第１号）

日程第９ 発議第３号 神河町議会委員会条例の一部を改正する条例制定の件

追加日程第１ 議長辞職の件

追加日程第２ 議長の選挙

追加日程第３ 副議長辞職の件

追加日程第４ 副議長の選挙

追加日程第５ 議席の一部変更

日程第10 常任委員会委員の選任

日程第11 議会運営委員会委員の選任

日程第12 特別委員会委員の選任

追加日程第６ 一部事務組合議会議員の選挙

・中播衛生施設事務組合議会議員の選挙

・中播北部行政事務組合議会議員の選挙

追加日程第７ 常任委員会所管事務調査の申し出について

出席議員（11名）

１番  納 良 幸 ８番 藤 森 正 晴

２番 三 谷 克 巳 ９番 藤 原 裕 和

３番 澤 田 俊 一 10番 栗 原  哉

４番 小 寺 俊 輔 11番 藤 原 日 順

５番 吉 岡 嘉 宏 12番 安 部 重 助

６番 小 島 義 次

欠席議員（なし）

欠 員（１名）

事務局出席職員職氏名

局長 小 林 英 和 主事 山 名 雅 也

局長補佐 多 田 佐知子
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説明のため出席した者の職氏名

町長 山 名 宗 悟 ひ と･ま ち･み ら い 課 参 事 兼ｱグﾘｲﾉベｰｼｮﾝ特 命 参 事

副町長 前 田 義 人 真 弓 憲 吾

教育長 入 江 多喜夫 建設課長 野  直 規

総務課長 日 和 哲 朗 地籍課長 藤 田 晋 作

総務課参事兼財政特命参事 上下水道課長 谷 綛 和 人

黒 田 勝 樹 健康福祉課長 桐 月 俊 彦

総務課参事兼情報発信特命参事 健康福祉課参事兼保健師事業特命参事

岡 部 成 幸 保 西 瞳

税務課長 長 井 千 晴 会計管理者兼会計課長

住民生活課長  木 浩 山 本 哲 也

住民生活課参事兼防災特命参事 町参事兼病院事務長 春 名 常 洋

平 岡 民 雄 病 院 総 務 課 副 課 長 兼 経 営 強 化 特 命 参 事 兼 企 業 出 納 員

地域振興課長 多 田 守 井 上 淳一朗

地域振興課副課長兼農林業特命参事 教育課長兼給食センター所長

前 川 穂 積 藤 原 美 樹

ひと・まち・みらい課長 教育課参事兼社会教育特命参事

藤 原 登志幸  橋 宏 安

議長挨拶

○議長（安部 重助君） 皆さん、おはようございます。

開会に当たり、一言御挨拶を申し上げます。

本日、第９３回神河町議会臨時会が招集されましたところ、議員各位並びに執行部に

おかれましては定刻までに御参集を賜り開会できますことは、町政のため誠に御同慶に

たえません。

新型コロナウイルス感染が全国に拡大し、４月７日に５月６日までを措置期間とし全

国に緊急事態宣言が発出をされました。しかし、感染者の動向や医療機関の逼迫状況を

分析した結果、さらなる感染拡大を防ぐため５月３１日まで宣言の期間延長がなされま

した。また、兵庫県においても外出の自粛や店舗に対する休業要請等、県民の協力によ

り一定の成果が出ており、今が瀬戸際と一層の協力を求められております。私たちもこ

の難局を乗り切るために、できる限りの協力をしなければなりません。

本日、臨時会の開会に当たり、兵庫土建組合神崎分会会員から、少しでもお役に立て

たらと飛沫感染予防フィルムを設置していただきました。少し違和感があるかと思いま

すが御理解いただき、神崎分会の皆様の御厚意に感謝の意を表したく思います。

今臨時会に提出されます案件は、専決処分の承認５件、神河町学童保育クラブ設置及

び管理運営に関する条例の一部を改正する条例制定の件１件、令和２年度神河町一般会
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計補正予算の計７件です。議会からは、発議第３号、神河町議会委員会条例の一部を改

正する条例制定の件、追加日程で議会の構成替えを予定しております。いずれも今後の

町政にとって重要な案件であります。慎重審議に努めていただき、適正妥当な結論が得

られますようお願いいたしまして開会の挨拶といたします。

町長挨拶

○町長（山名 宗悟君） 改めましておはようございます。

臨時会開会に当たりまして、一言挨拶を申し上げます。

若葉がみずみずしい５月、町内ではあちらこちらで田植やその準備をされている風景

が見られるなど、とても爽やかな季節となっているわけでありますが、新型コロナウイ

ルス感染症の拡大により今年は例年とは全く違う状況となっています。世界はもとより

日本国内をはじめ神河町民の日常が一変し、ウイルスという見えない敵がこれほど経済

を苦しめている状況を、私のみならず全ての方々が経験したことはないと言えるわけで

あります。

神河町では、そのような中、４月に入りましてからうれしい話題といいますか、ござ

いました。神河町の女性ボランティアグループ様から小学校新入生用にお手製のマスク

７０７、７７信用金庫様から医療用マスク７９５を ４００７、７７会社７７アグリ７

究所様からも布製のマスク、先日、中播広域シルバー人材センター様より同じくお手製

のマスク、そして第三セクターであります７７会社神崎フーのからもマスク ０００７

の寄贈をいただいたところでございます。御支援に心からお礼を申し上げますとともに、

それぞれ学校現場、医療現場、緊急時の備蓄用として有効に活用させていただきたいと

思います。

また、先日新聞にも載っておりましたし議長様からも今報告がなされました神河町の

議会議場に兵庫土建神崎分会様よりこのウイルス防止パネルの寄贈など、本当に感謝す

るものでございます。本当にありがとうございました。

また、２５日からはケーブルテレビを活用させていただいて各学校の先生方から児童

生徒への心温まるメッセージ、また特別授業も実施をしているところでございます。

そのような中ではございますが、５月４日、専門家諮問委員会からの答申を受けた政

府本部会議が開催され、安倍首相より緊急事態宣言の５月３１日までの延長が決定され

たわけであります。これからの１か月、緊急事態の収束のための１か月としながら、次

なるステップへの準備期間と強調して、兵庫県を含む１３特定警戒都道府県では外出自

粛や施設の使用制限はこれまで同様の対策を求めることとしたところでございます。

また、国の専門家会議としては、５月１４日を目途に再度分析評価して宣言解除の可

否について検討するということでありますし、そのことについては本日の新聞でも掲載

がされていたところでございます。兵庫県も同様の方針を示すとともに、神河町として

も５月５日、本部会議も開催をさせていただいて従来の方針を引き継ぐこととさせてい
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ただいております。出口の設定を見極めることが非常に困難な状況ではございますが、

経済活動の停滞・停止による生活維持や事業継続が困難な状況が神河町においても多く

報告をされております。国、県の方針に従ってしっかりとその要請に応えながら、一日

も早い収束に向かっていきたいというふうに考えております。

当然のことではございますが、町行政として何よりも町民の皆様の命、健康、そして

生活を守ることが最大の使命と考えております。国、県の支援策の速やかな実行ととも

に、地域産業、地元事業者の事業継続、住民生活への町独自の支援策について速やかに

取り組んでまいる決意でございます。

本日は専決処分の承認５件と条例改正１件、令和２年度一般会計補正予算を提案させ

ていただいております。本年度の行政諸般につきましては、３月定例議会において議決

をいただいているところでございますが、今臨時会におきましては特に新型コロナウイ

ルス感染拡大により日本経済、そして国民の日常生活が大打撃を受ける中、国、県にお

いて様々な対策が講じられており、神河町として一つは特別定額給付金、２つ目は子育

て世帯臨時特別給付金、３つ目として休業要請事業者経営継続事業としての持続化交付

金を基本に提案をさせていただきました。

また、来週１４日には再度臨時議会において神河町独自の政策も提案させていただこ

うというふうに考えております。よろしく御審議賜り、御承認くださいますようお願い

を申し上げまして開会の御挨拶とさせていただきます。

午前９時１２分開会

○議長（安部 重助君） ただいまの出席議員数は１１名であります。定足数に達してい

ますので、第９３回神河町議会臨時会を開会いたします。

これより本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。

・ ・

日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（安部 重助君） 日程第１は会議録署名議員の指名であります。

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、議長から指名いたします。

１番、 納良幸議員、２番、三谷克巳議員、１上２名を指名いたします。

・ ・

日程第２ 会期の決定

○議長（安部 重助君） 日程第２、会期の決定の件を議題といたします。

お諮りいたします。本臨時会の会期は、本日１日間といたしたいと思いますが、これ

に御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（安部 重助君） 御異議ないものと認めます。よって、本臨時会の会期は、本日
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１日間と決定しました。

これより議案の審議に入ります。

・ ・

日程第３ 第３４号議案

○議長（安部 重助君） 日程第３、第３４号議案、専決処分をしたものにつき承認を求

める件（神河町税条例等の一部を改正する条例）を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第３４号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、専決処分をしたものにつき承認を求める件でございます。改正の理由は、

地方税法等の一部を改正する法律、地方税法施行令等の一部を改正する政令及び地方税

法施行規則の一部を改正する省令が令和２年３月３１日にそれぞれ公布され、いずれも

原則として令和２年４月１日から施行されることに伴い、神河町税条例等の一部を改正

する条例を同日付で専決処分したものでございます。

１上が提案理由並びに内容でございます。

詳細につきましては、税務課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお願い

いたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

長井税務課長。

○税務課長（長井 千晴君） 税務課、長井でございます。第３４号議案の説明をさせて

いただきます。

今回の神河町税条例の改正点につきましては、地方税法の一部を改正する法律など一

連の法改正がされたことと、元号の改元によりまして神河町税条例等の一部を改正する

ものでございます。

主な改正としましては、独り親に対する税制上の措置の見直し、所有者不明土地等に

係る固定資産税の課税への対応、たばこ税の課税標準の改正、肉用牛の売却による事業

所得に係る町民税の課税の特例の適用期限の延長、個人が低未利用土地等を譲渡した場

合の課税の特例の創設、優良住宅地の造成等のために土地等を譲渡した場合の長期譲渡

所得に係る課税の特例の適用期限の延長などでございます。

それでは、新旧対照表により説明をいたしますので御覧ください。

新旧対照表の１ページをお願いします。まず、第１条による改正で、第２４条及び第

３４条の２につきましては、扶養する子がいる独り親に対する税制上の措置の見直しで

ございます。個人の町民税の非課税の範囲及び独り親の所得控除について、死別、離婚

等戸籍上婚姻を経て独り親となった者しか対象としておりませんでしたが、未婚の独り

親も対象とします。

－１０－



また、婚姻後でも男性の独り親と女性の独り親とでは所得控除額等女性の独り親が優

遇されておりましたが、この不公平さを解消するため全ての独り親に対して同様の税制

上の措置を行うものでございます。

次に、新旧対照表の１ページの下から４ページをお願いします。第３６条の２第１項

から４ページの第５４条第４項までにつきましては、法律改正に伴う項ずれによる改正、

規定の整備を行っております。

次に、５ページから７ページをお願いします。第５４条第５項につきましては、固定

資産税の納税義務者等について、法規定の新設に合わせて新設したものでございます。

公簿の調査やその他関係者への照会等、調査を尽くしてもなお所有者が一人も明らかと

ならない資産について、使用者がいる場合には使用者を所有者とみなして固定資産税を

課すことができる規定の新設でございます。

第５４条第６項から７ページの第６１条の２までにつきましては、法律改正に合わせ

て規定の整備と項ずれに伴う改正を行っております。

第７４条の３につきましては、第５４条の第５項の新設と同様、固定資産税の課税上

の課題に対応するもので、法規定の新設に合わせて新設したものでございます。登記ま

たは補充課税台帳に所有者として登記または登録がされている個人が死亡している場合

に、相続登記のされるまでの間において現所有者、相続人等に対し賦課徴収に必要な氏

名、住所等を申告させることができる規定の新設でございます。

次に、８ページをお願いします。第７５条につきましては、第７４条の３の新設に伴

い固定資産税に係る不申告に関する過料に対象者を追加したものでございます。

第９４条第２項につきましては、法律改正に合わせて軽量な葉巻たばこに係る紙巻き

たばこの本数への換算方法について、令和２年１０月１日から２段階で見直す規定の改

正でございます。

第９４条第４項につきましては、法律改正に伴う規定の整備を行っております。

次に、９ページをお願いします。第９６条第２項、３項につきましては、たばこ税の

課税免除の適用に当たって法規定の新設に合わせて新設したものでございます。申告書

に添付する課税免除事由に該当する証明書類について、保存を前提に添付を不要とする

手続の簡素化を図る規定の新設でございます。

第９８条第１項につきましては、第９６条第２項の新設による条例の項ずれに伴う改

正でございます。

次に、１０ページから１２ページをお願いします。第１３１条第６項から１２ページ

の附則第７条の３の２までにつきましては、法律改正による項ずれに伴う改正と規定の

整備及び改元に伴う改正を行っております。

次に、１３ページから１９ページをお願いします。

附則第８条第１項につきましては、肉用牛の売却による事業所得に係る課税の特例期

限を３年延長する法律改正に伴う改正でございます。
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附則第１０条から１８ページ下段の附則第１６条までにつきましては、法律改正に伴

う規定の整備と改元に伴う改正でございます。

次に、２０ページから２１ページをお願いします。

附則第１７条第１項につきましては、所得税において低未利用土地の活用促進に係る

長期譲渡所得の特別控除が創設されることに伴い、個人住民税においても同様の特別控

除をする規定の創設でございます。

附則第１７条の２につきましては、優良住宅地の造成等のために土地等を譲渡した場

合の長期譲渡所得に係る課税の特例期限を３年間延長する法律改正に伴う改正でござい

ます。

附則第２２条につきましては、改元に伴う改正でございます。

次に、２２ページから２３ページをお願いします。第２条による改正で、第１９条、

第２０条、第２３条第３項につきましては、法律改正による項ずれに伴う措置及び規定

の整備を行っております。

次に、２３ページ下段から３３ページをお願いします。第３１条第２項から３２ペー

ジ下段の第５２条までにつきましては、法人税法において連結納税の廃止がされたこと

による改正と、それに伴う規定の整備でございます。

次に、３４ページをお願いします。第９４条第２項につきましては、法律改正に合わ

せて規定の整備を行っております。

附則第３条の２第２項につきましては、第５２条の改正に伴う規定の整備を行ってお

ります。

次に、第３条による改正で、３４ページ下段から３５ページをお願いします。第２４

条、附則第１条につきましては、昨年の改正で個人住民税の非課税措置の対象者に単身

児童扶養者を追加とする改正をしたところですが、このたび２４条において対象者を独

り親とする改正に伴う規定の整備と改元による改正でございます。

次に、３６ページから３８ページ中段をお願いします。

附則第２条、３条、５条から８条につきましては、改元による改正でございます。

附則第４条につきましては、附則第１条第４号の改正に伴う規定の整備でございます。

次に、３８ページ中段から４５ページをお願いします。附則第８条による改正は平成

２７年改正分の改元に伴う改正、附則第９条による改正は平成２８年改正分の改元に伴

う改正、附則第１０条による改正は平成２９年改正分の改元に伴う改正、附則第１１条

による改正は平成３０年改正分の改元に伴う改正を行っております。

なお、この条例は原則令和２年４月１日から施行するものですが、ただし各条文ごと

の施行期日は各附則において定めているところでございます。

また、別紙改正概要をつけさせていただいておりますので、参考とさせていただきま

す。

１上、第３４号議案の説明を終わらせていただきます。よろしく御審議をお願いいた
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します。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑のある方どうぞ。

三谷議員。

○議員（２番 三谷 克巳君） ２番、三谷でございます。１点お尋ねをしたいと思いま

す。

資料で言いますと、先ほど説明をいただきました新旧対照表の５ページでございます。

この５４条第５項、これ新設ということで、固定資産の所有者を探索しても不明の場合

はその資産を使用している人に課税ができるようにされた改正ですが、ですのでこの課

税ができるという表現になってますので、これはその使用者に対して通知をするという

ようなことだと思います。ですので、この通知を受けた使用者が拒否ができるかどうか

ということと、反対にその通知を承諾して納税を続けると将来的にはその所有権もその

使用者のほうに移るかという、ちょっと税法と関係ない部分もあるかもしれないですが

教えていただきたいと思います。

○議長（安部 重助君） 長井税務課長。

○税務課長（長井 千晴君） 税務課、長井でございます。固定資産税を課すことができ

るということで課税台帳に記載することになりますので、原則拒否はできないことにな

ります。

民法上１０年１上所有してましたら占拠できるというのがあるんですけども、そちら

のほうについては所有者不明土地ということになってますので、課税する者が不明の土

地の場合の措置となりまして、民法上で１０年１上土地等の所有権が認められるのはそ

の方が所有の意思を持って他人のものを占有した場合ということになりますので、所有

と認められた場合にはそのまま課税することになります。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。よろしいですか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 質疑を終結します。

これより討論に入ります。

反対討論ございませんか。

〔反対討論なし〕

○議長（安部 重助君） 賛成討論ございませんか。

〔賛成討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論がないようでございます。討論を終結します。

これより第３４号議案を採決いたします。本案については、原案のとおり承認するこ

とに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立全員であります。よって、第３４号議案は、原案のとおり
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承認することに決定しました。

・ ・

日程第４ 第３５号議案

○議長（安部 重助君） 日程第４、第３５号議案、専決処分をしたものにつき承認を求

める件（神河町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）を議題といたします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第３５号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、専決処分をしたものにつき承認を求める件でございます。

改正の理由は、地方税法等の一部を改正する法律、地方税法施行令等の一部を改正す

る政令及び地方税法施行規則の一部を改正する省令が令和２年３月３１日にそれぞれ公

布され、いずれも原則として令和２年４月１日から施行されること等に伴い、神河町国

民健康保険税条例の一部を改正する条例を同日付で専決処分したものでございます。

１上が提案理由並びに内容でございます。

詳細につきましては、税務課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお願い

いたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

長井税務課長。

○税務課長（長井 千晴君） 税務課、長井でございます。第３５号議案の説明をさせて

いただきます。

今回の国民健康保険税条例の一部改正でございますが、地方税法の一部を改正する法

律など一連の法改正がされたことによりまして、昨年度に引き続き低所得者への軽減制

度の拡充を図ることが主な改正点となります。

それでは、新旧対照表により説明をいたしますので御覧ください。

新旧対照表の１ページをお願いします。第２条につきましては、第２項において基礎

課税分の課税限度額を６１万円から６３万円に、介護納付金課税分の課税限度額を１６

万円から１７万円に引上げを行っております。

次に、第２１条につきましては、低所得世帯の減額措置に係る軽減判定所得の算定方

法の変更でございまして、被保険者及び特定同一世帯所属者の人数に乗じます所得額の

変更でございます。具体的には、同条第２号中の５割軽減世帯につきましては２８万円

から２８万 ０００円に、同条第３号中の２割軽減世帯につきましては５１万円から５

２万円に引き上げるものでございます。

次に、３ページ下段から４ページをお願いします。第２５条につきましては、現在の

災害減免や生活困窮等に加えて該当するものに「前各号に掲げるもののほか、町長が必

要と認めるとき」の一語を加えるものでございます。
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次に、附則第１０項、１１項につきましては、低未利用土地等を譲渡した場合の長期

譲渡所得の特別控除が創設されたことによる引用法律の追加でございます。

なお、この条例は令和２年４月１日から施行し、改正後の規定につきましては令和２

年度からの年度分に適用します。

１上、第３５号議案の説明を終わらせていただきます。よろしく御審議をお願いいた

します。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

吉岡議員。

○議員（５番 吉岡 嘉宏君） ５番、吉岡です。

国保税の減免第２５条で、新たに町長が必要と認めるときというのが入るんですけど

も、このケースとして例えば新型コロナウイルス等によって自営業者の方なんですけど

も今年度所得ががさっと減るということで、例えば今年度の８月ぐらいから国保税を減

額しましょうあるいは減免しましょう、こういうようなケースも考えられるんでしょう

かどうでしょうか。

○議長（安部 重助君） 長井税務課長。

○税務課長（長井 千晴君） 税務課、長井でございます。現在、国のほうから財政支援

としていろいろなことが出されているんですけども、国民健康保険料とか保険料の減免

というところも出ておりまして、それを視野に入れてこちらの一文を追加しております。

また、詳しいことについてまだ県のほうから来てない部分がありまして、通知等によ

っては追加で上げてくる可能性もあるんですけども、取りあえずすぐに対応できるよう

にということで今回この一文を上げさせていただいております。

○議長（安部 重助君） 吉岡議員。

○議員（５番 吉岡 嘉宏君） 確認なんですけど、新型コロナ関係でどうのこうのいう

ようなことまでについてまだ国とか県から通知が来てない、こういうことでいいですか。

○議長（安部 重助君） 長井税務課長。

○税務課長（長井 千晴君） 税務課、長井でございます。減免するようにという通知は

来てるんですけども、内容についての割合、この所得がこれだけ減ればこれだけの割合

の減免をしなさいといったようなのが例としてありまして、その確かな通知をまた追っ

て通知しますということになっております。

○議員（５番 吉岡 嘉宏君） 分かりました。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） ほかないようでございます。質疑を終結します。

これより討論に入ります。

反対討論ございませんか。
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〔反対討論なし〕

○議長（安部 重助君） 賛成討論ございませんか。

〔賛成討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論ないようでございます。討論を終結します。

これより第３５号議案を採決いたします。本案については、原案のとおり承認するこ

とに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立全員であります。よって、第３５号議案は、原案のとおり

承認することに決定しました。

・ ・

日程第５ 第３６号議案及び第３７号議案

○議長（安部 重助君） 日程第５、第３６号議案、専決処分をしたものにつき承認を求

める件（神河町公の施設（峰山高原ホテルリラクシア）の指定管理者の変更について）、

第３７号議案、専決処分をしたものにつき承認を求める件（神河町公の施設（峰山高原

スキー場）の指定管理者の変更について）の２議案を一括議題といたします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第３６号議案及び第３７号議案は関連がございますので、一括

で提案理由並びに内容について御説明申し上げます。

本議案は、第３６号議案、専決処分をしたものにつき承認を求める件の指定管理者の

変更について、第３７号議案、専決処分をしたものにつき承認を求める件でございます。

峰山高原ホテルリラクシア及び峰山高原スキー場の指定管理者の承継に伴い指定管理

者の変更が生じたもので、令和２年４月１日付で７７会社マックアースから７７会社Ｍ

Ｅリゾート播磨への会社新設分割による承継届出書を受理し、同日付で指定管理者に指

定する専決処分をしたものにつき、地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき議会の

議決を求めるものでございます。

指定期間は、７７会社マックアースとの指定期間の残りの期間の令和２年４月１日か

ら令和９年３月３１日までの７年間でございます。

また、７７会社ＭＥリゾート播磨の神河町に対する一切の債務について、マックアー

スが基本協定書の効力がある限り、将来にわたり連帯保証することを合意したことにつ

いても併せて御報告させていただきます。

１上が提案理由並びに内容でございます。

詳細につきましては、地域振興課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお

願いいたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

多田地域振興課長。
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○地域振興課長（多田 守君） 地域振興課、多田でございます。それでは、町長から

提案説明のあった議案第３６、３７号の詳細説明をさせていただきます。

まず、１ページ目ですが、これについては７７会社マックアースから会社新設分割に

より７７会社ＭＥリゾート播磨に峰山高原ホテルリラクシアと峰山高原スキー場の指定

管理の地位を承継したい旨の届出書でございます。

被承継人の７７会社ＭＥリゾート播磨についての会社概要については、５ページから

２０ページの履歴事項全部証明書及び定款の写しを添付しております。この会社の設立

日は令和２年４月１日で、設立目的はスキー場、ホテル、旅館、飲食店、キャンプ場等

の施設の運営及び運営に関する事業と、地方自治体の委託を受けて施設の管理及び運営

に関する事業、索道事業及び製造販売、旅行業等でございます。

７７会社ＭＥリゾート播磨の本店住所は、兵庫県神崎郡神河町上小田８８１番地の１

４６で、峰山高原ホテルリラクシアの所在地でございます。

２ページに戻っていただき、これにつきましては神河町公の施設の指定管理者指定通

知書で、４月１日付で承継届出書を受理し、同日付で指定管理者に指定した通知書でご

ざいます。

また、３ページの合意書につきましては、町長からも説明ありましたがＭＥリゾート

播磨の神河町に対する債務を７７会社マックアースが連帯して保証する三者連名での合

意書でありまして、ＭＥリゾート播磨が町に対する債務をマックアースが保証するとい

うものでございます。

次に、３月２４日の全員協議会での課題をいただいた件でございますが、神河町の顧

問弁護士である藤田弁護士さんに御教示をいただいた件で、一般的な話になるんですが、

親会社が破綻した場合、子会社はどうなるのかということでありましたが、一般的には

親会社と子会社は別会社であり債権や取引先との関係は別で、関係はない旨の回答をい

ただいております。また、３ページの合意書の件についても、藤田弁護士さんのアのバ

イスを受けております。

次に、ＭＥリゾートの開始貸借対照表、事業収支計画書、キャッシュフロー表の提示

についてはできるだけ早くということでありましたが、近々提出がある予定でございま

す。

第３６号議案のホテルリラクシア、第３７号議案のスキー場の基本協定書及び年度協

定書の写しを添付しております。その中で、基本協定書第３７条の権利譲渡の禁止につ

いては、ただし書の会社法に基づく合併、分割による場合についてはこの限りでないを

追加しております。

そのほか、指定期間がマックアースの残期間になっている１外は変更はございません。

１上で詳細説明とさせていただきます。御審議よろしくお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

２議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。
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澤田議員。

○議員（３番 澤田 俊一君） ３番、澤田です。１点だけ確認をさせてください。

先ほど地域振興課長の説明の中では、我々が３月の全協のときに少し心配をした親会

社に何かあったときに子会社への影響はというところで顧問弁護士さんに確認されたと

ころ、親会社と子会社については別法人ということでということで影響はないというこ

とだったんですけれども、本日添付いただいております資料の５ページ、登記簿がつい

ておりますが、その発行の７数２００７の資本金の額が ０００万円なんですけども、

この出どころ、これが従来からの説明ではマックアースからの出資というふうに聞いて

いるんですけども、そうなるとやはり親会社との関連が出てくるんではないかというふ

うに思うんですけども、その辺のところも含めて確認されておるんでしょうか、お尋ね

します。

○議長（安部 重助君） 多田地域振興課長。

○地域振興課長（多田 守君） 地域振興課、多田でございます。この資本金の ００

０万の部分につきましては、マックアースさんが所有されている、出資されているとい

うものでございます。

今御指摘の親会社のほうが破綻もしした場合については、その７についても管財人の

中で整理がされていくということでございまして、その部分でその７の購入先を管財人

が探すというか、いう形にはなってくるのかなと思います。そのときに初めて今の取締

役さん等々が購入されるということが確約ということではないんですけど、もしなると

そういった形になってくるのかなというふうには思っております。

特に一般的なことで言いますと、親会社と子会社が例えば大きな商品の取引で親子関

係があった場合については、もう非常にその親会社が倒れた場合は子会社にも影響があ

るということでありますが、このスキー場というか峰山高原に関しましては債権等全て

移譲されているということでございますので、その７のところについては少し懸念をし

ているところですが、それ１外については運営していけるのかなというふうには判断を

しております。

特に今コロナの関係で、資金等々につきましてもいろんな国の施策の中でセーフティ

ーネットとか、いろんなところで資金繰りを今一生懸命されているというのが現状でご

ざいます。１上でございます。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。

納議員。

○議員（１番 納 良幸君） 納です。ただいま澤田議員から言われたことが全部で

あろうと思われます。いわゆる我々が聞いたのは、いかなることでも子会社へ被害が及

ばないかと。それを確実に弁護士に聞いていただきたいいうことは、弁護士先生もこれ

については致し方ない。要するに商法上は取られると。もともとマックアース自体が負

債を出しておるから、子会社をつくって何とか神河町のスキー場、リラクシアを存続さ
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せて神河町のためにやっていきたいということでありますから、まだコロナウイルスも

引き続きあると思いますけれども、いわゆる９⒐９％ではこの場合駄目なので、１００

％としていただきたい。そのマックアースに何かあると、この新しい会社の社長が ０

００万を肩代わりしてその債権を買い取るという確約書というかそういうものも提示し、

顧問弁護士の回答をいただいているかどうか、お願いをいたします。

○議長（安部 重助君） 前田副町長。

○副町長（前田 義人君） 前田でございます。今の御質問の点につきましても、ＭＥリ

ゾートの代表のほうが７を全部買い取るということも視野に入れた場合ということで弁

護士にも相談をいたしました。その際、親会社、マックアースさんのほうが経営不振の

状態で、その状況を知る者としてそれを買い取るということをした場合に、後々それを

認められないというふうな判例が出ることがあるということで、内部の人間がその状況

を知って買うということは法律的に認められないことがあるということを聞きました。

ですので、今やるということがあまり適切ではないであろうということと、それから先

ほど多田課長のほうから説明をさせていただいたとおり、親会社に何かがあった場合に

管財人が入る。この管財人がその売れるものを売るという作業に入るわけですが、その

７券をどこに売るかということになるんですが、一番７券の売りやすい売り先としては

ＭＥリゾートになるであろうということで、恐らくそこに買ってくれというふうな管財

人が動くというふうに思われるというふうに弁護士からは聞いています。

今、 納議員さんからおっし今っていただいた１００％という言葉にはちょっとなら

ないんですけれども、法的な流れから言うとおおむね大丈夫だろうというふうには聞い

ております。１上です。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。

澤田議員。

○議員（３番 澤田 俊一君） ３番、澤田です。もう１点、これにつきましては日程第

８の４０号議案で聞いたほうがいいのかもしれませんが、このたびＭＥリゾートになる

ということで、その中で今コロナ感染症対策で休業要請事業者の経営継続支援事業とい

うのがあると思うんですね。今回補正予算でも提案が来ると思うんですが、このときに

対前年の４月、５月の５０％１上の収入の減という大きな要件があると思うんです。こ

のときに分社化してこの会社が今新たに運営を始めてるんですけども、この会社が対前

年５０％という部分に該当してくるのかこないのか。親会社との関連で継続ということ

で、親会社からの５０％軽減というような扱いができるのかどうか。その辺のところに

ついて、御存じであれば教えていただきたいと思います。

○議長（安部 重助君） 多田地域振興課長。

○地域振興課長（多田 守君） 地域振興課、多田でございます。その国の政策である

５０％減というところにつきましては、今のところ持続化給付金のことですかね。国の

関係の分につきましては前期の決算書が提出できないという形になっておりますので、
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今のところ申請はできないということでございます。現在、そのほかの雇用調整助成金

につきましては５月から申請ということで、７月支給にはなる見込みということはお聞

きをしております。１上でございます。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） ほか質疑がないようでございます。質疑を終結します。

これより議案ごとに討論、採決を行います。

まず、第３６号議案について討論に入ります。

反対討論ございませんか。

〔反対討論なし〕

○議長（安部 重助君） 賛成討論ございませんか。

〔賛成討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論ないようでございます。討論を終結します。

これより第３６号議案を採決します。本案については、原案のとおり承認することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立全員であります。よって、第３６号議案は、原案のとおり

承認することに決定しました。

続いて、第３７号議案について討論に入ります。

反対討論ございませんか。

〔反対討論なし〕

○議長（安部 重助君） 賛成討論ございませんか。

〔賛成討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論がないようでございます。討論を終結します。

これより第３７号議案を採決します。本案については、原案のとおり承認することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立全員であります。よって、第３７号議案は、原案のとおり

承認することに決定しました。

・ ・

日程第６ 第３８号議案

○議長（安部 重助君） 日程第６、第３８号議案、専決処分をしたものにつき承認を求

める件（令和元年度神河町一般会計補正予算（第５号））を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第３８号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま
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す。

本議案は、専決処分をしたものにつき承認を求める件でございます。令和２年３月３

１日に地方自治法第１７９条第１項の規定によって専決処分をいたしましたので、同条

第３項の規定によって議会に報告し、承認を求めるものでございます。

本議案は、補正予算（第４号）１降補正要因の生じたものについて専決いたしました。

補正の内容は、歳入では地方譲与税をはじめとして額の確定によりそれぞれ増減して

おります。

歳出では、ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた小・中学校における校内通信ネット

ワーク整備事業費を精査により減額し、あわせて繰越明許費補正において翌年度への繰

越事業費を減額し、地方債補正において限度額を減額しております。

これらによりまして、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ ６０８万円を減額

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９１し ９５２万 ０００円とするもので 

ございます。

１上が提案理由並びに内容でございます。

詳細につきましては、総務課財政特命参事から御説明いたしますので、よろしく御審

議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

総務課、黒田財政特命参事。

○総務課参事兼財政特命参事（黒田 勝樹君） 総務課の黒田でございます。それでは、

第３８号議案の詳細につきましては御説明をいたします。

５ページ、第２表、繰越明許費補正をお願いいたします。１、繰越明許費の変更でご

ざいます。

９款教育費、２項小学校費、校内通信ネットワーク整備事業につきまして、３月定例

会で議決していただいて１降、国の補助金申請に伴い事業費を精査したことにより事業

費が ２４１万 ０００円の減額で、繰越額を ８３９万 ０００円とするものでござ   

います。

同じく３項中学校費、校内通信ネットワーク整備事業につきまして、小学校と同様、

国の補助金申請に伴い事業費を精査したことにより事業費が ３６６万 ０００円の減 

額で、繰越額を ９９７万 ０００円とするものでございます。 

続いて、６ページをお願いします。第３表、地方債補正をお願いします。

第１、地方債の変更でございます。２２、校内通信ネットワーク整備事業は第２表、

繰越明許費の変更で御説明しました事業費の減額に伴い９４０万円減額し、限度額を

９５０万円にするものでございます。これによりまして、限度額の総額は１４し ２５

４万 ０００円でございます。

続いて、事項別明細書で御説明をさせていただきます。９ページをお願いします。

２、歳入。２款地方譲与税、１項地方２発２譲与税は１３５万 ０００円減額で、２
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発２税と地方道路税の国税２税のうち４２％が市町村道の延長面積で交付されるもので、

額の確定により減額するものでございます。

２項自動車重量譲与税は１５７万円増額で自動車検査証の交付時に自動車の重量によ

り課税され市町村に交付されるもので、額の確定により増額するものでございます。

３項森林３３譲与税は ０００円の増額で、森林３３税が創設されるまでの間、その

収入に相当する金額が交付されるもので、額の確定により増額するものでございます。

３款利子割交付金は５９万 ０００円減額で、３３金の利子５％分が県民税利子割と

して課税されております。その税額から事務費相当分を控除した残りの５分の３が市町

村の県民税の割合に応じて交付されるもので、これも額の確定により減額するものでご

ざいます。

４款配当割交付金は１３万 ０００円増額で、５款７７等譲渡所得割交付金は２４９

万減額で、共に上場７７の配当及び譲渡益に対してそれぞれ５％分が県民税配当割、県

民税７７譲渡所得割として課税されております。市町の交付割合は利子割交付金と同様

で交付がされており、額の確定により配当割交付金については増額、７７等譲渡所得割

交付金については減額するものでございます。

６款６ルフ場利用税交付金は４１万 ０００円増額で、６ルフ場の利用税として県民

税が課税されており、その１０分の７に相当する額が市町に交付されるもので、これも

額の確定により増額するものでございます。

続きまして、１０ページをお願いします。７款地方消費税交付金は １９２万 ００ 

０円減額で、９月までは⒈７％、１０月１降は標準税率⒉２％、軽減税率⒈７６％であ

り、その２分の１が人口等により市町村に交付されるもので、額の確定により減額する

ものでございます。これによりまして、交付総額は地方消費税交付金が１し１３０万

０００円、地方消費税の引上げによる増収分である社会保０財０交付金は ９７７万 

０００円でございます。

続いて、８款自動車取得税交付金は４２万 ０００円増額で、自動車の取得に対して

県税として自動車取得税が令和元年９月３０日まで課税され、その９５％の７割相当が

市町の道路の延長面積で交付されるもので、額の確定により増額するものでございます。

９款３３性能割交付金は３４５万 ０００円減額で、消費税１０％引上げに併せ令和

元年１０月から自動車の取得税に県税として課税され、令和３年までは収入の９５％の

４７％相当が市町の道路の延長面積で交付されるもので、これも額の確定により減額す

るものでございます。

１０款地方特例交付金、２項子ども・子育て支援臨時交付金は１万 ０００円の増額

で、幼児教育・保育の無償化に係る経費について、令和元年度は消費税率に伴う地方税

収が僅かであることから地方負担分を財０措置されるもので、額の確定により増額する

ものでございます。これによりまして、交付金総額は ０５１万 ０００円でございま 

す。
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１１款地方交付税の１し ３５０万円の増額は特別交付税で、１通交付税では１１さ

れない特別の財政事情に対して交付されるもので、交付額は５し ３５０万円でござい

ます。１通交付税２６し ６９４万 ０００円と合わせまして、地方交付税総額は３２ 

し ０４４万 ０００円でございます。 

１２款交通安全対策特別交付金は１万 ０００円の減額で、道路交通法に定める交通

違反の反則金を原資に市町村の交通事故件数により交付されるもので、これも額の確定

により減額するものでございます。

１５款国庫支出金、２項国庫補助金、５目教育費国庫補助金は ６８５万 ０００円 

の減額で、小・中学校における公立学校情報通信ネットワーク３３整備補助金で、額の

内定通知に基づき補助金を減額するものでございます。これによりまして、小学校の補

助金は ３６４万 ０００円、中学校の補助金は４８７万 ０００円でございます。な  

お、補助率は対象事業費の２分の１でございます。

１１ページをお願いします。１９款繰入金、２項基金繰入金、６目財政調整基金繰入

金は１し ４８１万 ０００円の減額で、今回の補正の財０調整のため減額するもので 

ございます。これによりまして、年度ご残高は１１し １６０万 ０００円の見込みで 

ございます。

２１款諸収入、５項２入、市町村振興交付金は１２４万 ０００円の減額で、市町村

の振興のため市町村振興宝くじの収益金が交付されるもので、額の確定により減額する

ものでございます。これによりまして、交付金総額は市町村振興宝くじハロウィンジャ

ンボ交付金は３８４万 ０００円、市町村振興宝くじンマージャンボ交付金は４９４万

０００円でございます。

２２款町債につきましては、第３表、地方債補正で御説明させていただいたとおりで

ございます。小学校の校内通信ネットワーク整備事業の地方債は ４５０万円、中学校

は ５００万円でございます。

続きまして、１２ページ、歳出をお願いします。

３、歳出。９款教育費、２項小学校費は ２４１万 ０００円の減額、３項中学校費 

は ３６６万 ０００円の減額で、共に校内通信ネットワーク整備によるもので、国へ 

の補助金申請に伴い事業費を精査したことにより減額するものでございます。共に繰越

明許による事業でございまして、減額後の明事費は小学校が ８３９万 ０００円、中 

学校が ９９７万 ０００円でございます。 

１上で詳細説明を終わります。よろしく御審議をお願いします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

小島議員。

○議員（６番 小島 義次君） ６番、小島です。１２ページの歳出のところでちょっと

お尋ねします。校内通信ネットワーク明事が減額されたということですけども、減額の
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主な内容、それが１点。それから、もう一つは減額によりまして初期の設計より能力が

落ちるものではないのか。その２点をお願いします。

○議長（安部 重助君） 藤原教育課長。

○教育課長兼給食センター所長（藤原 美樹君） 教育課、藤原でございます。小島議員

の御質問にお答えさせていただきます。

このＧＩＧＡスクールの明事費につきましては、国が元年度の補正というところでご

ざいましたので少し時間的な制約がなかったというところもございまして、図面上で概

算設計をさせていただいたということで、今回精査をさせていただいて設計を見直した

というところと、もう一つは国が各自治体から全国的に要望額が上がってきましてその

確認をされたところ、大体約６割、一つの学校当たり ６００万円１下の計画をされて

いる一方で上限額の ０００万円で計画している学校もあるなどかなりのいいがあった

ということで、その不公平感をなくすというところで、国が今回１学級当たりの補助単

価を定めまして一つの学校当たりの明事費を積算して、各市町それぞれに交付額の内示

がされたというところでございまして、一つはその明事費の精査をしたということと、

一つは国が補助単価を確定させたというところの減額の理由でございます。

２つ目の御質問で、そのネットワークに支０は生じないかというところでございます。

主な減額の内容につきましては、アクセスポイントと校内ＬＡ７というところでござい

ますが、アクセスポイントでは当初は２教室に３台と計画していたんですけれども、逆

に密に設置することで電波干渉を起こして弊害を起こすというようなところも国が指摘

をしておりまして、授業で活用する計画のある場所への必要最低限の整備をすることが

望ましいというところの指導もありましたので、２教室に１台というところに変更して

おります。

また、校内ＬＡ７整備配線明事につきましては、カテ６リー６Ａ、１０ギガの分です

けれども、それでなくても受け口が１０ギガになっていればいいという見解が出されて

おりまして、既設の配線を使えるものは使っていくということで変更をさせていただき

ました。また、その他ＬＡ７明事明具材等のボックス等の単価を見直したというところ

と、もう一つはライセンス料を明事費に含めていたんですけども、それが補助対象外で

あったということが分かりましたので今回落としていただいて、改めてライセンス料に

つきましては５年間というところがございますので、１年間分は６月の補正で計上させ

ていただきたいと考えております。

先ほどの配線の部分ですけども、カテ６リー６Ａとしていたものを現在のカテ６リー

６の配線でいくということでございます。カテ６リー６でいけば１ギガという対応にな

るわけですけれども、受け口が１０ギガというところになっておりますので、１ギガで

それぞれのパソコンのところに行くというところで、現在の通信のところでは動画でも

問題がないというところでございます。逆に、それぞれの最終端ごまで１０ギガ行って

しまったら、逆に受け口が１０ギガでは足らなくなってしまうというところもございま
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すので、現時点ではそれでも十分いけるという判断をさせていただきまして、ただ１０

年先とかそういったところはまた見直しが必要になってくるかも分かりませんけれども、

現段階では国の指導もございまして、既存の使えるものは使っていくということにさせ

ていただきました。１上でございます。

○議長（安部 重助君） 小島議員。

○議員（６番 小島 義次君） 分かりました。ありがとうございます。

一応そのレベルでの実用上のいし支えはないということだそうですけども、これ何年

間ぐらい使用される予定でしょうか。

○議長（安部 重助君） 藤原教育課長。

○教育課長兼給食センター所長（藤原 美樹君） 教育課、藤原でございます。その何年

間というところはまだ分からないんですけれども、現時点では動画というんですが、そ

れに十分耐えるというところでございます。１上でございます。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。

三谷議員。

○議員（２番 三谷 克巳君） ２番、三谷でございます。先ほどのＧＩＧＡスクールの

分ですが、校内通信ネットワーク事業についての関連でお尋ねをしたいんですが、たし

か３月の説明のときこういう補助率が２分の１で、若干町単分がありますんで補助率と

しては５０％弱ですよというような説明があったと思うんです。今回の分でこの補正の

数字を見ますと、その補助率いうんですか補助金とそれから事業費の率をしますと２４

％から２８％、非常に減っとるわけなんですね。ですので当然今町単独分がかなり増え

たんじ今ないかなとは思うんですが、その要因についてどのようなもんが増えたのかと

いうことを教えてほしいんです。

○議長（安部 重助君） 藤原教育課長。

○教育課長兼給食センター所長（藤原 美樹君） 教育課、藤原でございます。どの分が

町単が増えたというよりも、当初補助対象の事業費を上げてたんですけども、先ほども

ちょっと御説明させていただいたんですけども、国が全国的なその明事費のいいがある

というところで国がもう補助単価を決めて、それに単純に明事費を積算したというとこ

ろでございますので、内容は補助対象の分であってももう国が補助対象の明事費をもう

この学校はこれだけって決めてしまっておりますので、内容というよりももう決められ

た補助額、補助対象明事で、それ１外の分については補助の対象としませんというとこ

ろでございますので、ここにありますように例えば小学校補助金が ３６０万 ０００ 

円でございますので、それの倍の ７２９万 ０００円についてのみ補助対象とすると 

いうところになっております。１上でございます。

○議長（安部 重助君） 三谷議員。

○議員（２番 三谷 克巳君） ２番、三谷です。ということは、補助率が２分の１とい

うよりも補助単価が定められたというんですか、補助対象の限度額が定められた。その
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定めた限度額の２分の１を補助するという、そのように理解しとったらいいわけですか。

○議長（安部 重助君） 藤原教育課長。

○教育課長兼給食センター所長（藤原 美樹君） 教育課、藤原でございます。おっし今

るとおりでございます。よろしくお願いします。

○議長（安部 重助君） ほかございませんか。

吉岡議員。

○議員（５番 吉岡 嘉宏君） ５番、吉岡です。僕は１０ページの地方交付税の中の特

別交付税が、これはありがたいことなんですけど１し ３５０万円の増額ということで

大きく県のほうから増やしていただいた。内訳については、これは県は言わへんという

のは知っておるんですけども、何かこの増えた要因、分かれば分かる範囲で、こういう

事業が評価されたとかありましたらお聞きしたいと思います。お願いします。

○議長（安部 重助君） 総務課、黒田財政特命参事。

○総務課参事兼財政特命参事（黒田 勝樹君） 総務課、黒田でございます。吉岡議員の

御質問の特別交付税の内容なんですが、前年度比でルール分につきましては若干⒋８％

ほどのマイナスになったわけなんですけども、全体的に見ましたら比較すると⒈５％ほ

ど増えたということで、大変ありがたいなというふうに思ってございます。

その詳細の事業なんですけども、特に情報通信関係、ケーブルテレビの指定管理等の

効率的なところをやったというようなところと、連携中枢都市への取組、そういったと

ころが主な増えたようなところでございます。

全体的には、要望させていただいているところが５しぐらいで要望しているというふ

うに聞いておるんですけども、特に小さな自治体の中で病院を抱えてやっているという

ようなところも十分考慮していただいているのかなというふうに思っております。１上

でございます。よろしくお願いします。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） ほか質疑ないようでございます。質疑を終結します。

これより討論に入ります。

反対討論ございませんか。

〔反対討論なし〕

○議長（安部 重助君） 賛成討論ございませんか。

〔賛成討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論がないようでございます。討論を終結します。

これより第３８号議案を採決いたします。本案については、原案のとおり承認するこ

とに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立全員であります。よって、第３８号議案は、原案のとおり
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承認することに決定しました。

ここで暫時休憩をいたします。再開を１０時４０分といたします。

午前１０時２０分休憩

午前１０時４０分再開

○議長（安部 重助君） 再開します。

・ ・

日程第７ 第３９号議案

○議長（安部 重助君） 日程第７、第３９号議案、神河町学童保育クラブ設置及び管理

運営に関する条例の一部を改正する条例制定の件を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第３９号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、神河町学童保育クラブ設置及び管理運営に関する条例の一部を改正する条

例制定の件でございます。

改正の理由は、新型コロナウイルス感染症防止のため、国から全国一斉に３月２日か

ら学校を臨時休校するよう要請がございました。これを受け、兵庫県並びに当町におい

て３月３日から春休みまでの間、町内の小・中学校を臨時休校とし、それに伴う学童保

育クラブについては３月３日からは朝からの一日開設といたしました。国からは、学童

保育クラブを一日開設としたことにより追加で発生した費用については国庫補助の対象

とし、保護者負担は求めないようにとの通知がございました。ついては、追加で開設し

た時間帯の使用料について利用者へ還付する必要が生じましたので、減免措置の項目を

新たに設けるため条例の一部を改正するものでございます。

１上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございますか。

三谷議員。

○議員（２番 三谷 克巳君） ２番、三谷でございます。１点確認と教えてもらいたい

んですが、新型コロナ感染防止の分で学童保育を開いた場合、国の財政支援があるとい

うような説明をしてたんですが、今後この支援に対しての補正が上がってくるのかいう

のが１点と、それからもう一つ、次の２年度の補正予算の中でたしか還付金として過年

度の精算として使用料の返還という科目が上がってきたんですが、その分が今回の減免

の額というふうに理解しとってよろしいでしょうか。

○議長（安部 重助君） 橋社会教育特命参事。

○教育課参事兼○会教育特命参事（ ○ 宏安君） 教育課、 橋でございます。先ほど

－２７－



の質問に対してですけども、コロナの財政支援に係る補正についてですけども、令和２

年度につきまして引き続き対策を講じておりますので、国からの通知があり次第補正の

ほうを対応していきたいと思っております。

それと、２年度にあります還付金に上がっていることにつきましては、今回の条例改

正に伴いまして令和元年度に発生した還付金を計上させていただいております。１上で

ございます。

○議長（安部 重助君） 小島議員。

○議員（６番 小島 義次君） ６番、小島です。今の条項が追加されたということで、

災害その他特別な事情がある。今回はこのコロナに関する形やと思うんですけども、こ

ういう状態が続くのもまた将来的にはあるかもしれませんけども、もう災害その他特別

の事情ということ、そのコロナ１外にもどんな場合を想定されているのか。

それから、使用料を免除するということですけれども、全額または一部とありますが、

これは所得制限などそういうものも制限として含まれるのかどうかということをお尋ね

します。

○議長（安部 重助君） 橋社会教育特命参事。

○教育課参事兼○会教育特命参事（ ○ 宏安君） 教育課、 橋でございます。先ほど

の質問に対してですけども、災害その他特別の事情があるというところで今回のコロナ

対策の関係と、もし学童利用者の家屋が火災とかそういった場合に生活に支０を来した

ときのケースも想定いたしまして、こういった文言にさせていただいております。また、

国の大きな大災害とかそういったケースも想定されますので、こういった文言とさせて

いただいております。

全額または一部を免除するというところでございますけども、これにつきましてはそ

の状況によりまして所得も関係してきますけども、そういったところを話させていただ

いて減額、免除というところで進めていきたいと思っております。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） ほかないようでございます。質疑を終結します。

これより討論に入ります。

反対討論ございませんか。

〔反対討論なし〕

○議長（安部 重助君） 賛成討論ございませんか。

〔賛成討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論がないようでございます。討論を終結します。

これより第３９号議案を採決いたします。本案については、原案のとおり可決するこ

とに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕
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○議長（安部 重助君） 起立全員であります。よって、第３９号議案は、原案のとおり

可決されました。

・ ・

日程第８ 第４０号議案

○議長（安部 重助君） 日程第８、第４０号議案、令和２年度神河町一般会計補正予算

（第１号）を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第４０号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、令和２年度神河町一般会計補正予算（第１号）でございまして、当初予算

１降補正要因が生じたものについて補正するものでございます。

補正の内容は、歳入では国の新型コロナウイルス感染症緊急経済対策に伴い、新型コ

ロナウイルス感染症対策地方創生臨時交付金、特別定額給付金給付事業費補助金、子育

て世帯臨時特別給付金事業費補助金を増額するもの、峰山高原スキー場ゲレンデ緑化明

事においてスポーツ振興くじ助成金から過疎債への財０振替により増減するもの、次に

林産物生産に係る貸し明場施設整備明事では詳細設計に基づき過疎債を充当することに

よる増額、これらにより地方債補正において限度額を増額しております。

歳出では、まず林産物生産に係る貸し明場施設整備明事で詳細設計に基づき明事請負

費を増額しております。

次に、学童保育クラブ施設使用料については、新型コロナウイルス感染症対策に係る

保護者の負担軽減として過年度使用料を還付することによる増額でございます。

次に、国民一人一律１０万円を給付する特別定額給付金の給付、子育て世帯に児童手

当を上乗せする子育て世帯臨時特別給付金の給付による増額でございます。

大河内健康福祉センターの空調設備については、故０による改修明事費及び老朽化に

よる更新明事の設計委託費を増額しております。

休業要請事業者について、国の新型コロナウイルス感染症緊急経済対策の持続化給付

金に加え、県・市町協調事業として実施する休業要請事業者経営継続支援事業による増

額でございます。

これらによりまして、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１１し ８７０万 ０ 

００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９３し ３７０万 ０００円 

とするものでございます。

特別定額給付金等の給付により、一時借入金の補正において一時借入金の借入れの最

高額に１５し円を追加し、一時借入金の借入れの最高額を３０し円とするものでござい

ます。

１上が提案理由並びに内容でございます。
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詳細につきましては、総務課財政特命参事から御説明いたしますので、よろしく御審

議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

総務課、黒田財政特命参事。

○総務課参事兼財政特命参事（黒田 勝樹君） 総務課、黒田でございます。それでは、

第４０号議案の詳細説明をさせていただきます。

４ページ、第２表、地方債補正をお開きください。１、地方債の変更でございます。

８、観光施設整備事業は峰山高原スキー場ゲレンデ緑化明事で、スポーツ振興くじ助成

金を財０として予算計上しておりましたが、残念ながら不採択になったことから過疎債

充当へ変更するため ６４０万円を増額し、限度額を ３１０万円にするものでござい 

ます。

１７、貸明場整備事業は林産物生産に係る貸し明場施設整備明事で、詳細設計に基づ

き追加するもので、 ０８０万円増額で限度額を ０８０万円にするもので、過疎債で 

ございます。

これによりまして、限度額の総額は９し ５２０万円でございます。

１３ページに地方債の内訳として別添資料を添付させていただいておりますので、ま

た御確認をいただきたいと思います。

続いて、事項別明細書で御説明をさせていただきます。６ページをお願いをいたしま

す。

２、歳入。１５款国庫支出金、２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金は８４４万

０００円の増額で、国の新型コロナウイルス感染症緊急経済対策に伴います新型コロナ

ウイルス感染症対策地方創生臨時交付金による増額でございます。交付金の概要は、新

型コロナウイルス感染症拡大を防止するために感染拡大の影響を受けている地域や住民

生活を支援し地方創生を図るため、地方公共団体が地域の実情に応じて細やかに必要な

事業を実施できるように交付されるもので、交付限度額は人口、財政力、新型コロナウ

イルス感染症の感染状況、国庫補助事業の地方負担額等に応じて算定されるものでござ

います。補助率は１０分の１０でございます。

２目民生費国庫補助金、１節社会福祉補助金は１１し ４２７万 ０００円の増額で、 

同じく国の緊急経済対策に伴います特別定額給付金給付事業補助金、給付事務費補助金

による増額でございます。補助金の概要は、新型インフルエンザ等対策特別措置法の緊

急事態宣言の下、人々が連帯して一致団結し、見えざる敵との戦いという国難を克服す

ることを目的として、感染拡大防止に留意しつつ簡素な仕組みで迅速に的確に家計への

支援を行うため、１人当たり一律１０万円の定額給付金を給付する事業に交付されるも

ので、補助率は１０分の１０でございます。

２節児童福祉費補助金は ５２３万 ０００円の増額で、前節同様、国の緊急経済対 

策に伴います子育て世帯臨時特別給付金事業補助金、給付金事務費補助金による増額で
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ございます。補助金の概要は、子育て世帯に関して児童手当を受給する世帯に対しその

対象児童１人当たり１万円を上乗せする臨時特別の給付金を給付する事業に交付される

もので、補助率は１０分の１０でございます。

１９款繰入金、２項基金繰入金、６目財政調整基金繰入金は４６７万 ０００円の増

額で、今回の補正の財０調整のため増額するものでございます。これによりまして、補

正後の残高は１０し ８９１万円の見込みでございます。

２１款諸収入、５項２入は １１２万円の減額で、峰山高原スキー場ゲレンデ緑化明

事でスポーツ振興くじ助成金を財０として予算計上しておりましたが、不採択になった

ことから減額するものでございます。

２２款町債につきましては、第２表、地方債補正で御説明をさせていただいたとおり

でございます。

続いて７ページ、歳出をお願いします。

３、歳出。２款総務費、１項総務管理費、６目企画費は ０８２万円の増額で、貸し

明場施設整備明事費で詳細設計に基づき増額をするものでございます。

８目諸費は２万円の増額で、学童保育クラブ施設使用料について、新型コロナウイル

ス感染症対策として、保護者の負担軽減として昨年度３月の小学校の休校による学童保

育クラブの一日開設によるクラブ施設使用料の半額分を過年度使用料として還付するこ

とにより増額するものでございます。

３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費は１１し ４２７万 ０００円の 

増額で、歳入でも御説明しました国の新型コロナウイルス感染症緊急経済対策による特

別定額給付金の給付に係るもので、対象者１万 １９１人に１人当たり一律１０万円の

給付で１１し ９１０万円の給付見込みと、これに伴います事務費等による増額でござ

います。

特別定額給付金事業の概要につきまして、御説明をさせていただきます。事業主体は

市区町村であり、実施に要する経費、給付事業費及び事務費を国が全額補助するもので

ございます。給付の対象者は、基準日令和２年４月２７日において住民基本台帳に記録

されている方でございます。給付額は給付対象者一人につき１０万円でございます。受

給権者は、給付対象者の属する世帯の世帯主の方でございます。申請等の方法は、国の

作成する統一様７により郵送申請方７、及び国において整備する受付システムを通じて

マイナンバーカーのを活用したオンライン申請方７でございます。給付は原則申請者名

義の銀行口座への振込でございます。緊急経済対策の趣旨を踏まえ、可能な限り迅速的

確に住民の皆様に給付金をお届けできるように取り組んでまいりたいと思っております。

１上、特別定額給付金事業の概要でございます。

なお、補正額の財０内訳につきましては、歳入で御説明しました特別定額給付金事業

費補助金、給付金事務費補助金でございます。

続いて、７ページ下段から８ページをお願いします。２項児童福祉費、１目児童福祉
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総務費は ５２３万 ０００円の増額で、前項同様、国の緊急経済対策による子育て世 

帯臨時特別給付金の給付に係るもので、児童手当対象児童 ３００人、児童１人当たり

１万円の給付で ３００万円の給付見込みと、これに伴います事業費等による増額でご

ざいます。子育て世帯臨時特別給付金事業の概要につきましては、歳入で御説明させて

いただいたとおりでございます。

補正額の財０内訳につきましては、歳入で御説明しました子育て世帯臨時特別給付金

事業費補助金、給付金事務費補助金でございます。

続いて、４款衛生費、１項保健衛生費、４目保健衛生施設管理費は８６２万 ０００

円の増額ですが、昨年度３月下旬に保健福祉センター１階ロビーを含む地籍課の使用す

る事務室等の空調が不調になりました。空調機は施設建設後２０年を経過しておりまし

て、室外機基盤の制動化されていないこと、２系統の緊急更新が必要となったことによ

る明事費の増額、及び残り４系統の更新施明を行うための実施設計業務委託費の増額で

ございます。

続いて、６款商明費、１項商明費、１目商明振興費は８４４万 ０００円の増額で、

休業要請事業者経営継続支援金給付事業への委託料の増額で、全額歳入で御説明しまし

た新型コロナウイルス感染症対策地方創生臨時交付金を財０充当するものでございます。

要請事業者経営継続支援金給付事業の概要につきまして、御説明をさせていただきま

す。

当該事業は、兵庫県が休業要請を行った事業者について休業による影響を受けるため、

国の緊急経済対策の持続化給付金に加え県、市町が協調して一定の経営継続支援金を支

給するものでございます。対象者は、一定の要件を満たす県内に事業所を置く中小法人

及び個人事業主でございます。給付額は中小法人が１００万円、個人事業主が５０万円

で、飲食店及び旅館、ホテル等については中小法人３０万円、個人事業主１５万円でご

ざいます。実施の方法は県・市町協調事業として実施するもので、市町の事業規模は全

体事業費の３分の１相当、経済センンスの中小事業者数により算出され、神河町の事業

者数は４０８事業所、市町事業の割合は２８％でございます。所要額見込みは８４４

万 ０００円でございます。交付事務については、兵庫県が市町から受託して一括して

実施するものでございます。１上、要請事業者経営継続支援金給付事業の概要でござい

ます。

６款商明費、１項商明費、３目大河内高原整備費は峰山高原スキー場ゲレンデ緑化明

事の財０振替で、歳入で御説明をさせていただいたとおりでございます。

１０款公債費、１項公債費、２目利子は１２９万 ０００円の増額で、特別定額給付

金給付等による一時借入金の最高額の補正に伴う支払い利息の増額でございます。

９ページから１１ページは給与費明細書で、特別定額給付金事業及び子育て世帯臨時

特別給付金事業に伴います会計年度任用職員の報酬及び職員の時間外手当等、人件費の

増額により補正するものでございます。
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１２ページにつきましては今回の新規事業の説明一覧で、新型コロナウイルス感染症

に伴う国の事業等を掲載させていただいております。

１３ページは補正に伴います地方債の内訳を添付させていただいております。御確認

をよろしくお願いします。

１上で詳細説明を終わります。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑のある方どうぞ。

小寺議員。

○議員（４番 小寺 俊輔君） ４番、小寺です。今回の補正の中で、国のいわゆる一律

１０万円の定額給付金のあれが上がってきてるんですけども、残念なのはいわゆる町独

自のコロナ対策の部分が間に合わなかったというのが非常に残念な部分だと思います。

その件については昨日の全協でも説明していただいたんですけれども、今回またこの本

会議場の中で改めて私は町長の口から、今、神河町としては独自でこういったものを考

えていると。当然まだ検討段階ですので確定情報ではないんですけれども、こういった

ことを考えていますというのをぜひ今この場で言っていただきたいと思うんです。とい

いますのも、今回のこの新型感染症が入り出してから町民の方からよく聞くのが今回は

町長の顔が全く見えてこないというのをよく聞きます。そういった中で、やっぱり町民

の方も期待していらっし今いますんで、今現在こういうことを検討しています、今度の

５月１４日の臨時会にはもうこれを練り上げたものを出していきますということをぜひ

この場でまず言っていただきたいと思いますので、お願いします。

○議長（安部 重助君） 山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 小寺議員の質問にお答えしたいと思います。

町長の顔が全く見えないというのは、もういろんな事業が中止、延期になっておりま

すから、当然露出度という点においては全くそういったところに出ていないというのも

大きくあるのではないかなというふうに思っておりますし、神河町といたしましては告

知放送、ケーブルテレビを利用させていただいてお知らせすることについてはさせてい

ただいているというふうに思っているところでございます。

そのような中で、この９３回臨時会において独自政策について御提示できなかったと

いうところは私どもも残念といいますか、できればしたかったのですが、来週の９４回

で御提示させていただきます。よろしくお願いしたいと思います。

そのような中で、今どのように考えているのかというところでございます。もう簡単

に申し上げますけども、大きくは一つは休業要請事業者経営継続支援事業ということで

今回の臨時会において提案させていただいています支援事業、これが兵庫県の提示して

いる事業には採択されない事業者がいらっし今います。そういった事業所を救済するた

めの措置ということで、神河町として予算化していこうというものであります。補正額

につきましては、約２００万円余りを予定をしております。
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次に、新型コロナウイルス対応の商明会の補助事業というものであります。国の政策

等について、商明会においてもかなりの事務量、作業が発生をしてきております。そう

いった作業に要する費用を町としても助成していこうじ今ないかというものであります。

あわせて、事業者いろいろな問題、課題、悩みもあろうかと思います。そういった事業

者が相談ができるような社会労務士、また中小企業診断士等への相談費用といいますか

そういった方々、診断士等のその派遣相談を支援しようじ今ないかというものでござい

ます。約２３０万円を予定をしております。

次に、一番大きな部分でございます神河町事業所元気回復支援金給付事業というもの

でありまして、こちらはこのたびの新型コロナウイルス感染症の影響によって売上げが

著しく減少している、おおむね５０％１上というふうに言っておりますけども、そうい

った事業の継続を支えていこうじ今ないかというものであります。総額１し円余りを見

込んでいるところでございます。

次に、子育て世帯地域商品券助成事業ということで予定をしております。内容につき

ましては、３月より小学校、中学校が臨時休校、休園、さらに４月に入りましてからは

幼稚園も休園というふうなことで、子供もそして保護者、家族の方々も大変御苦労をい

ただいているというところで、かなり疲弊もしているように感じております。そういっ

た気持ちを何とか元気になるための支援というふうなことで、１８歳１下の子供さん一

人について一律２万円を支給しようじ今ないかというものでございます。予算的には

１８０万円を今のところ見込んでいるところでございます。

その後は新型コロナウイルス感染対策ということで、保育所、幼稚園そして学習指導

員、また小学校再開の支援、中学校再開の支援というふうなことで、子供用のマスクや

消毒液等の対策を講じていこうというものでございます。こちら今言いました部分で言

えば、約３５０万円余りを予定をしているところです。

総額１し ０００万円余りを今予定をしているところではございますが、この本日の

臨時会が閉会の後に執行部、９４回臨時会の議案審議も予定をしておりまして、そこで

最終決定をしていきたいというふうに考えているところでございます。１上です。

○議長（安部 重助君） 小寺議員。

○議員（４番 小寺 俊輔君） ４番、小寺です。ありがとうございます。もう何せ町民

の方も困っていらっし今る方は非常に困っていらっし今いますんで、一日も早い制度設

計と執行をぜひお願いいたしたいと思います。

質問なんですけれども、２款総務費のうち企画費、いわゆる貸し明場施設整備明事請

負費の ０８２万円の増額要因についてお尋ねします。詳細設計されたらお金が足りな

かったから ０８２万円の増額というふうな簡単な説明だったんですけれども、これお

金自体はもう前年度からの繰越しですね。建屋部分で２し １２５万 ０００円の繰越 

しがありまして、そのうち設計のほうで ９２７万 ０００円の繰越しのうちのし約額 

が８５８万円。いわゆる予算残が ０６９万 ０００円残っているんですね。今回その 
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いわゆる予算残の部分の減額のほうは出てきてないんですけども、じ今あ、いわゆるそ

の増額要因部分というのはその ０８２万円にさらにこの執行予算残の ０６９万 ０  

００円を足した １５０万程度ですか、がいわゆる増額要因になるんですかね。もう少

しその何がどうなってこんなにも、 ０００万なのか ０００万なのかは分からないで 

すけれども、何がどうなったらこんなにも金額が跳ね上がるのかという説明をもう少し

詳細にしていただかないとちょっと困るんで、ぜひお願いします。

○議長（安部 重助君） 藤原ひと・まち・みらい課長。

○ひと・まち・みらい課長（藤原登志幸君） ひと・まち・みらい課、藤原でございます。

まず、今回の部分の金額のところで申し上げますと、建築の明事１外の部分で設計ある

いはい理の部分がございます。その部分を除いた部分で、建築明事としては１し １０

０万円程度の予算という形になってございます。この金額とは別に、今回 ０８２万円

の増額をお願いをしたいということでございます。本当にこの部分につきましては年度

始まってすぐの今回の臨時議会の中での補正ということで、大変申し訳なく思っておる

ところでございます。申し訳ございません。

先ほども小寺議員の御質問の中にございましたように、この建築明事につきましては

繰越予算ということになってございます。令和元年度の当初予算の計上に当たりまして、

業者から見積りを徴収した部分で予算計上をさせていただいておりました。このたび詳

細設計ということで進めていく中で判明してきたわけでございますけれども、建築明事

に係ります直接明事費については明種によって多少の増減はありましたけれども、大い

はございませんでした。しかしながら、現場事務所などの共通架設費でありますとか安

全管理、あるいは労務対策経費などのいわゆる諸経費の部分が非常に安かったというと

ころがございます。結果としまして、公共明事として設計の取りまとめあるいは発注を

していくに当たりまして不適当な部分がございましたことから、このたび現年度分とい

う形で補正をお願いをして、発注ができるようにさせていただきたいというのが今回の

補正の要因でございます。１上でございます。（発言する者あり）

○議長（安部 重助君） 小寺君、立って、許可します。

○議員（４番 小寺 俊輔君） すみません、４番、小寺です。もう一つ先ほどお聞きし

てたのが、いわゆる明場建築設計い理委託業務料、これも繰越経費で ９２７万 ００ 

０円繰越しされてるんですけども、そのうちのし約額が８５８万円でし約されたと思う

んです。いわゆる予算残が ０６９万 ０００円残っているんですけれども、これは今 

回その減額されてないんですけど、この予算残の ０００万の使い道も併せて。

○議長（安部 重助君） 藤原ひと・まち・みらい課長。

○ひと・まち・みらい課長（藤原登志幸君） ひと・まち・みらい課、藤原でございます。

この ９００万でございますけれども、この部分については設計の部分についてし約済

みの中で一部繰越しということになってございます。残りの ０００万程度につきまし

ては、これからし約をするい理の部分ということになってございますので、この部分に
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ついてはこれからの執行予定があるということで、今回の補正の部分からは計算上は外

しておるというところでございます。１上でございます。

○議長（安部 重助君） 小寺議員。

○議員（４番 小寺 俊輔君） ４番、小寺です。そしたらもう委託料、設計い理部分に

ついてはよく分かりました。

今回その増額分の ０８２万について、もう少し詳しくお尋ねします。このいわゆる

建屋部分の建築費自体は１し ２００万程度で、ほ建変わっていない。そのうちのいわ

ゆる諸経費が安かったんで ０００万からの増額いうことなんですけども、大体諸経費

というのは私も正確なパーセンテージまでは分からないんですけども、ネット等々で調

べてみると公共明事は大体５％から１０％、上限が１０％みたいな感じでネット上では

書かれておりました。そしたら１し ２００万の１０％で考えると、諸経費のマックス

も ９２０万になるのかなと思うんです。その中で ０８２万上がってきてますんで、 

そしたら諸経費１外に百五、六十万何かまだ増額要因が上がってきてるんじ今ないかな

とこれは私が勝手に思ってるわけなんですけれども、その辺のところはいかがですかね。

○議長（安部 重助君） 藤原ひと・まち・みらい課長。

○ひと・まち・みらい課長（藤原登志幸君） ひと・まち・みらい課、藤原でございます。

今、小寺議員のほうからは諸経費が５％から１０％ということで御説明がありましたけ

れども、これは金額によって当然変わってくるわけでございます。今回の明事の中では

もう少し率が高い部分が一般的な数値ということになってきますので、今申されました

ような ５６０万の部分につきましても、結果的には諸経費の部分でのい額の中に含ま

れているという形で我々は今のところ詳細設計をしておるというところでございまして、

先ほど申し上げたように明種によって若干変動が生じておりますので、そこでは若干の

明事費の増減はありますけれども、今回の部分についてはもう大部分が諸経費の部分と

いうことでございます。

○議長（安部 重助君） 栗原議員。

○議員（10番 栗原 哉君） １０番、栗原です。関連で、この貸し明場について詳細

設計で二千何百万要るということなんですけど、どういうふうに具体的に変わりました、

詳細設計は。

○議長（安部 重助君） 藤原ひと・まち・みらい課長。

○ひと・まち・みらい課長（藤原登志幸君） 中身的に申し上げますと、建築の主体に係

ります部分、それから電気あるいは機械の明事という部分がございますけれども、これ

らを合わせてほとんど増減がないという形になってございまして、それ１外の共通架設

でありますとか諸経費の部分で現在上げておりますような ０００万のところの増減と

いう形になってございます。よりまして、結果的に見積りの時点の諸経費がい額分とい

うことになるんですけれども、非常に安価ない好で上がっておったというのが現実でご

ざいます。見積りが上がってきた時点で、我々のほうがもう少し精査をしておけば分か
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っておった部分ということになってまいりますので、この部分につきましては大変申し

訳ない部分だというふうに考えております。１上でございます。

○議長（安部 重助君） 栗原議員。

○議員（10番 栗原 哉君） ２月４日の産業建設のときにも、参考に資料を頂きまし

た。今回また頂いた資料で建屋の大きさ調べてみましたら、７２坪ぐらい大きくなっと

るんですよね。これは何か関係ありますか。

○議長（安部 重助君） 藤原ひと・まち・みらい課長。

○ひと・まち・みらい課長（藤原登志幸君） ひと・まち・みらい課、藤原でございます。

２月４日の産建で提出をさせていただいた時点というのが、まだ設計の途中というとこ

ろと、あわせて中身について貸し明場に入居されるすずき食品７究所様とレイアウト等

も含めて調整をしておったときの一番直近のものを御提示をさせていただいたというこ

とでございまして、これは設計の中でも少し変わってくる可能性がございますというこ

とも申し添えたと思います。最終的にはその後の２月１９日だったと思いますけれども、

すずき食品さんも含めて全体の明事費がかなりその時点ではオーバーをしていたという

ところもございましたので調整をさせていただく中で、それぞれの負担の部分について

も調整をさせていただく等々の総合的な調整会議を持たせていただいた中で、当初から

この貸し明場の部分については今申されましたような大きさの予定をいたしておりまし

た。ところが先ほど申し上げたような金額的な部分がございましたので、その時点で少

し培養室の部分の１列を外したような形の中で事業費を抑えることができないかという

提案をすずきさんのほうにさせていただいた時点のものであったということでございま

す。そしてその後の調整の中で、やはり事業者の継続的な事業をしていただくというこ

とを考えますと、当初の予定どおりの額の中でやっていこうということでないと事業継

続、あるいは借入金の返済も難しいといったようなところもございましたので、また当

初の大きさに戻す中で全体的な明事費の見直しも含めて実施をいたしましたというのが

産建からの変更の中身ということになります。１上でございます。

○議長（安部 重助君） 澤田議員。

○議員（３番 澤田 俊一君） ３番、澤田です。もう一つ、ひと・まち・みらい課長が

おっし今っている部分は口頭ですのでよく分からないんですけれども、補足資料という

ことで頂いている図面、直接明事費については大いがなかったということで、栗原議員

からも幾らかの面積の増があるけどもということがあったんですが、直接明事費は大い

なかったということで、実際繰越し分であります１し １９８万 ０００円のうちに、 

この段階で直接明事費と諸経費の内訳、要は諸経費の見積りが大変甘かったんやという

反省の弁があったんですが、実際この１し １９８万 ０００円のところで諸経費が何 

割、どれだけ見てあったのか。ちょっと数値的な資料が何もないので、おっし今ってる

ことが我々まだちょっと理解できない状況なんですけども、その辺のところの説明をお

願いしたいと思います。
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○議長（安部 重助君） 藤原ひと・まち・みらい課長。

○ひと・まち・みらい課長（藤原登志幸君） ひと・まち・みらい課、藤原でございます。

この見積り段階から消費税を１０％を除きました明事価いが１し七千四百万何がしにな

ります。そこから諸経費として見てございましたのが１８０万円という形になってござ

います。非常にこの金額が安かったというところがございますので、この部分から増額

をさせていただかないと発注ができない、設計がまとめられないというところでござい

ます。１上でございます。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。

三谷議員。

○議員（２番 三谷 克巳君） ２番、三谷でございます。また貸し明場の話とは別に、

この特別定額給付金なりそれから子育て世帯の臨時給付金、非常に住民の皆さんが関心

がありますし、また期待されておりますので、非常に細かいことで聞いて申し訳ないん

ですがその内容を教えていただきたいと思います。

まず、特別定額給付金のほうですが、先ほどの説明ですと４月２７日が基準日となっ

て、住民票に登載されてるかどうかが一つの基準になりますという説明でございました。

その中で、ならば４月２８日１降に生まれた方、また４月２８日１降に申請時までに亡

くなられた方、この人に関しては対象にならないというように理解していたらいいのか

ということです。

それから、もう１点、Ｑ＆Ａという部分をもらっております。その中でＱの１番の中

で外国人の関係が出ております。この中で、外国人については残留期間が３か月を超え、

住民基本台帳に登載されているということなんですが、この残留期間が３か月を超えと

いうこの意味を１点教えていただきたいと思います。

それから、次に申請のほうに移るわけですが、この５月１８日から申請書が各世帯主

に送られて、それぞれ１９日から受付が始まるというスケジュールになっておりますが、

その中でよくテレビなんかで見ますと、マイナンバーカーのを持ってる人についてはオ

ンラインで申請ができてすぐに給付が受けられますよというような話があるんですが、

世帯主がマイナンバーカーのを持っているが、その同居している他の家族がカーのを持

っていない場合でもオンライン申請ができるのかどうかということです。

それから、もう一つは同じくＱ＆Ａの６番の中で代理申請の話も出ております。この

中で、高齢者とか０害者の施設の中でその住民票に記載されてる方については、それぞ

れ本来世話をしている人が代理申請をできますという話なんですね。その中で、それぞ

れの施設の入所されてる方は、そういう施設には施設長という方もおられますので、そ

の施設長を通じて代理申請を神河町は認めるかどうかという内容でございます。これに

ついて教えてもらいたいと思います。

３回しか質問できませんのでまとめて言いますが、次に子育て世帯向けの臨時特別給

付金ですが、これについては児童手当に付随する中で２００４年の４月２日から２０２
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０年の３月３１日生まれの方が対象ですというようなネット上なんかで見ますとこのよ

うに書いてあるわけなんですが、その中でこの一つお尋ねしたいのが、今年の４月１日

１降生まれた方についてはこの特別給付金の対象外になるのかということです。

それから、４月１日に神河町に転入されてきた場合は、この神河町でこの給付金が給

付されるのかという点のお尋ねをしたいと思います。

１上、たくさん質問しましたが、お願いをしたいと思います。

○議長（安部 重助君） 桐月健康福祉課長。

○健康福祉課長（桐月 俊彦君） 健康福祉課、桐月でございます。それでは、三谷議員

の質問にお答えをさせていただきたいと思います。

まず１点目ですけども、４月２７日現在で住民票に登録をされている方ということに

なりますので、４月２８日１降に生まれた方については対象になりません。

それと、２７日１降に亡くなられた方、これにつきましては４月２７日時点では住民

票に記載されておられますので対象になります。

２つ目、外国人の残留期間の３か月というところですけども、入国管理局のほうで３

か月１上の在留資いを取得されている方。ですから例えば４月２６日に３か月１上の残

留資いを取られて、４月２７日に神河町に住民票を持ってこられた方、この方も対象に

なります。

３つ目、オンライン申請で世帯主だけしかマイナンバーカーのを持っておられないと

いう方につきましては、申請者は世帯主でございますので世帯主だけ持っておられれば

オンライン申請ができます。ただ、家族の世帯員だけ持っておられるという場合はオン

ライン申請ができないというところでございます。

最後に代理申請でございます。施設等に入所されていて自分では申請ができないとい

う方ですけども、親族の方が代理で申請していただければそれもオーケーですが、身近

で世話をされている施設、当然ケアマネとか介護士もおられますけども、施設の代表で

ある施設長さんに代理申請をしていただいても神河町としては受付をさせていただきた

いと思います。また、認知関係で身寄りのおられない方で民生委員さんが代わりにとい

うところにつきましても、認めていきたいというふうに思っています。１上です。

○議長（安部 重助君） 木住民生活課長。

○○○○○課長（ ○ 浩君） 住民生活課、 木でございます。三谷議員の質問のお

答えをさせていただきます。

まず、４月１日１降に生まれた方は対象になるかでございますけれども、令和２年３

月３１日までに生まれた児童が対象ですので、４月１日では対象外となります。

もう１点、４月１日１降に転入ですけれども、これも同様に３月３１日に前の所在地

での給付となります。１上でございます。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。

三谷議員。
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○議員（２番 三谷 克巳君） ２番、三谷でございます。それでは少し分かりにくかっ

た部分の再度の確認ですが、外国人の場合、このＱ＆Ａはこの残留期間というのがこの

読み方しますと４月２７日現在で何か三月１上住んでおかなければならないというよう

な表現に私は受け取ったんですが、先ほど課長が説明されたように中期の残留資いを持

っておって４月２７日、極端な話ですと先ほどの例のように４月の２６日に登録すれば

オーケーですという、そのようなことで間違いないかという部分です。

それから、もう一つ２点目の子育て世帯の分ですが、４月１日１降に転入されてきた

方は旧の住所地での申請というか給付になりますので、これは何か申請等が要るのか、

それとも自動的に振り込まれるのか。その点だけ再度お願いしたいと思います。

○議長（安部 重助君） 桐月健康福祉課長。

○健康福祉課長（桐月 俊彦君） 健康福祉課、桐月でございます。ネットのほうでも調

べさせていただいたんですけども、私のほうが先ほど説明をさせていただいたとおり３

か月１上の入国管理局のほうでの残留資いを受けておられる方。ですから短期でとか観

光でという方については駄目やということで、私の説明したとおりまだ神河町に３か月

をたっていなくてもいけるというふうに判断をさせていただきます。（発言する者あ

り）

○議長（安部 重助君） 暫時休憩いたします。

午前１１時３８分休憩

午前１１時３９分再開

○議長（安部 重助君） 再開します。

木住民生活課長。

○○○○○課長（ ○ 浩君） 住民生活課、 木でございます。三谷議員の質問のお

答えをさせていただきます。

４月１日１降に転入をされてきた方につきましては、前住所地からこの子育て支援の

給付金の案内が行きます。それにつきましては、転出届で転出先の住所を特定をして案

内を発送することになります。１上でございます。

○議長（安部 重助君） 桐月健康福祉課長。

○健康福祉課長（桐月 俊彦君） 健康福祉課、桐月でございます。先ほど三谷議員さん

のほうから、このＱ＆Ａの書き方で残留期間が３か月を超え、住民基本台帳に記載され

ている外国人の方というふうな書き方をしていると、やはりそういうふうに思われる方

があるというふうに思われますので、このＱ＆Ａの書きぶりにつきましても変更のほう

をさせていただきたいと思います。

また、総務省のほうで申請方法に関するよくある質問という項目がありまして、それ

が毎日更新をされてますので、それに目を通しながら必要な部分につきましてはＱ＆Ａ

に付け加えていきたいというふうに思っています。よろしくお願いします。
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○議長（安部 重助君） ほかに質疑ございませんか。

澤田議員。

○議員（３番 澤田 俊一君） ３番、澤田です。このコロナウイルス感染症対策につい

て、少しまとめてお伺いをしていきたいと思います。

まず、申請の時期の問題であります。兵庫県下では、南あわじ市がいち早く４月の２

９日に発送が始まって、３０日ですか、５月１日から順次受付を開始すると。先ほど三

谷議員も言われたマイナポータルのアプリで調べてみますと、電子申請では多可町は５

月１日、市川町についても５月１日、福崎町は５月７日、姫路市は５月１日、私ども同

じ日立システムズの住基システムを使ってる三木市についても５月１日からということ

が調べると分かってきました。こういう事業、国の事業が起こりますと、当然そのシス

テム改修ということが起こってくるというのは理解できなくもないんですけども、本当

に災害と同じ状態です。私自身は、総務省のホームページで国の方針が転換された時点

で様７がもう既に出ているわけですから、例えば ０００世帯ですから、町職員１００

人がかかったら一人４０世帯分を手書きで書いてでも私はシステム改良を待たずでも対

応できると思うんです。そういう取組がなぜされなかったのかということをまず１点お

伺いしたいのと、その回答と同じになるかもしれませんが、近隣市町がいずれも５月１

日からもう既にマイナポータルの受付をされている。確かに今日の補正が通らないとで

きない。それならば、最短５月８日からの受付が始まるんではないかと私は思うんです

が、我が町にあっては５月の１９日から受付、マイナポータルについても受付が始まる。

２０日間近い何でこのいが出るんかなということをまず一つはお尋ねしたいと思います。

役場がどういう思いで取り組んでこられたのか、住民の方々の思いに応えるべくどうい

うふうに取り組んでこられたのかという。なぜ５月１９日なのか。少なくとも今日の臨

時会が終わって早々にはという取組がなぜできなかったのか。先ほどの私が考えた手書

きででも、災害対応であればシステム改修なんか待っておられない。手書きで人海戦術

でできるんじ今ないかというのが１点であります。

それと、話題は全然変わるんですが、予算書の事項別明細書の６ページと８ページに

関連してお伺いするんですが、まず６ページの国庫補助金、総務費国庫補助金の新型コ

ロナウイルス感染症対策地方創生臨時交付金、これは先ほど財政特命参事のほうから人

口、財政力あと感染者数、もう１点ちょっと聞き逃したんですが、そういうことで神河

町では８４４万 ０００円。これがもう総額なのかという部分をお伺いしたいのと、で

きればそのどういう計算でこの額が出てくるのかというのをお尋ねしたいのと、歳出の

ほうで８ページの商明振興費のところで、この地方の裁量に任せて自由に使って独自策

を出していきなさいという臨時交付金が商明振興費の中で８４４万 ０００円、全ての

額がここに充てられて、県、市町共同によります休業要請事業者経営継続支援事業に充

てられている。これはこれで県と市町の取決めでやっておられるのは仕方ないかもしれ

ませんが、私ここで少しお尋ねしたいのは、国からのこの交付金が全額充てられる。今
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後恐らく県のほうで事業が進められていくと思うんですが、この額が町の負担額の最後

なのか。例えば神河町からの実績に応じて、さらにその実績額に応じて県からさらなる

負担を求められる可能性があるのかないのか。その辺のところもお尋ねしたいと思いま

す。よろしくお願いします。

○議長（安部 重助君） 桐月健康福祉課長。

○健康福祉課長（桐月 俊彦君） 健康福祉課、桐月でございます。澤田議員の質問につ

いて御説明をさせていただきます。

神河町のほうでは、４月の２０日に日立システムズのほうにシステム構築の依頼をさ

せていただきました。しかしながら、議員さん言われるとおり手書きというところも考

えられるというのは事実かと思います。ただ、健康福祉課の職員もしくは町全体でこれ

を取り組むというところになりますと、やはりほかの業務云々のこともありまして、な

かなかそこまで発想ができなかったというのは事実でありますし、手書きで記入してし

まうと万が一の間違いというのが起きてしまっては大変なことになるというところもご

ざいまして、これまでの臨時福祉給付金、そのような形と同じ対応をさせていただいた

というところでございます。

また、オンラインの申請につきましては、早いところですと４月の終わり、５月とい

うところがありますが、支給については多分５月の中旬もしくは下旬に支給を、申請は

受け付けても支給はその時期になるのかなというふうに聞いております。というのが、

やはりシステムのほうが構築をされなければ銀行のほうにフロッピーディスクによる支

払いのほうができないというところがあります。一件一件振込用紙に手書きで書いてい

きますと対応はできるというのは事実でありますが、今現在取り組んでいるのは指定金

融機関のほうにフロッピーディスクに全ての情報を入れて、銀行さんにお願いをすると

いうようなシステムで行う予定をしておりますので、できなかったというのが現実であ

ります。

困っておられる方につきましては、一刻でも早く支払いのほうをさせていかなければ

ならないというところで、今の予定では５月の２９日に１回目の支払いをする予定にし

ておりますが、５月１９日から受付をさせていただいて、至急必要やというふうに言わ

れた方につきましては何人おられるか分かりませんが、別途手書きの納付書を切って明

くる日にでも口座のほうに振り込むような手続をしたいというふうに思っております。

１上でございます。

○議長（安部 重助君） 総務課、黒田財政特命参事。

○総務課参事兼財政特命参事（黒田 勝樹君） 総務課、黒田でございます。議員の御質

問の臨時交付金の関係でございますが、算定の方法ですけども、人口、財政力、新型コ

ロナウイルスの感染状況、それと国庫補助事業の地方負担額等に基づき算定をされると

いうことでございます。

詳細な算定の中身につきましては、ちょっとこの場で御説明できるような感じではあ

－４２－



りませんで、かなりちょっと詳細な部分がありますのでいうところでございます。

額の交付なんですけども、地方単独分ということで今確定してきておりますのが ４

２４万円ということで地方単独分でございまして、その分については交付限度額という

ことで来ております。

この後、まだ正７に来てないんですけども、あとは第二弾分ということで先ほど言い

ました国庫補助事業の地方負担分ということで、これはコロナウイルス関係の国庫補助

事業の負担分というところで算定されてまた来る予定でございます。詳細な額について

は、まだ来てないというところでございます。（発言する者あり）

それがすみません、臨時交付金の概要と算出等についての御質問に対する答弁でござ

います。

あともう一つ、休業要請の関係で今回県と協調事業ということで８４４万 ０００円

という形で出てるんですが、一旦この予算を編成する段階ではそういう形で出てまして、

それ１降に６ールデンウイーク前ですか、さらに県の臨時議会が２４日にあったわけな

んですけども、それ１降に６ールデンウイーク前いよいよ正念場というところで、もう

少し要請の範囲をしていきたいというようなところで追加の分が来ております。その部

分につきましては金額的には２１２万 ０００円ということで、合計で県と協調する分

で臨時交付金を充てていくのが ０５７万円ということになります。最終的には神河町

の事業者さんで該当がなかったら最終は精算されるということで聞いております。１上

でございます。

○議長（安部 重助君） 澤田議員、ちょっと確認なんですけども、先ほどかなり計算が

難しい、詳細な説明が要るということなんで、後ほどまた資料を作っていただいて、今

日の採決には大変重要な案件なんですけども、御確認願いたいと思います。

どうぞ。

○議員（３番 澤田 俊一君） 最後なのかというのを確認したかったのと、いいですか、

立って。

すみません、この臨時交付金がこれがもう最後なのか。今の国の１次の補正の枠の中

での最後なのか。先ほど言われた分は、国の２次補正を待っての追加なのか。その辺の

ところもちょっとよく分からないんですわ。それを確認したかったんです。

○議長（安部 重助君） 黒田財政特命参事。

○総務課参事兼財政特命参事（黒田 勝樹君） 総務課、黒田でございます。すみません、

ちょっと要領を得なかったかもしれません、御迷惑かけました。先ほど申し上げました

のは、国の１号補正の部分でございます。もし今後追加で国の補正があれば、またこう

いった形のものがあるのかもしれません。今言いました金額部分につきまして、 ４２

４万円については地方負担分ということで、国の１号補正分の地方単独分ということで

交付をされます。その１号補正のあと残りの部分の国庫補助事業の地方負担分について

は、少し時期がずれて額の交付があるということでございます。１上でございます。
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○議長（安部 重助君） ほかにございますか。

三谷議員。

○議員（２番 三谷 克巳君） 最後の質問です。これまたコロナ関係の給付金の関係で

すが、本日この議案が通りますと１８日から申請書の発送というような流れであります。

住民の方は確かにこれに関心があるしそれぞれ期待されてますので、当然この申請書が

届くのを待っておられますし、届けばすぐ受付順だから返送しなければならないという

部分があると思います。

ところが、先ほど言いましたように非常に細かい部分で条件等がありますので、そう

いう部分も含めて申請書が来るか来ないかという判断だけではなくして、こういう方は

対象ですよとかというような分も含めてのＰＲ、周知、それから子育て世帯のほうにつ

いてもそれぞれ３月３１日現在の市町村から通知が来るということなんですが、そうい

う分も含めて住民の皆さん方にこれからのスケジュール、またその申請の方法の手続に

ついてのＰＲをされる計画があるかどうかということです。

それから、あとこのスケジュール案にも書いてますように高齢者世帯なり独り暮らし

の分で申請書が分かりにくいとか、それからまた郵送で送るにもポストに遠いという方

については健康福祉課のほうかな、それぞれ自宅訪問していただくというようなことも

書いてありますので、そういう部分も含めての中で今後は周知方法を何か考えておられ

るかということです。

それから、これもう一つこういうことをしますとどうしても出てきますのが例の詐欺

というんですかね、そういう分もありますので、そういう分も含めた中での周知方法等

を何か考えておられれば教えていただきたいと思います。

○議長（安部 重助君） 桐月健康福祉課長。

○健康福祉課長（桐月 俊彦君） 健康福祉課、桐月でございます。周知方法につきまし

ては、今日議会のほうで可決をいただければホームページのほうにまず載せます。それ

と、広報６月号にもこの給付金の申請の方法等についても載せて各戸に配布をさせてい

ただく予定にしております。また、申請書を送付する頃には、防災行政無線のほうでも

告知放送をさせていただきたいというふうに思っています。

また、詐欺商法につきましても、今回福崎警察署のほうから申請書を送付するときに

は詐欺商法の注意という形のパンフレット、チラシを入れてくれということも聞いてま

すので、一緒に送らせていただきたいというふうに思っています。１上です。

○議長（安部 重助君） 澤田議員。

○議員（３番 澤田 俊一君） 三谷議員の質問に関連して、もう３回目なんで最後なん

ですけども、やっぱり住民の方々は大変不安に思っておられるし期待もされています。

今回のこのコロナ対策については、本当に住民の方々からは役場がどう動いとんかとい

うのがもう一つよう分からんと。先ほど町長のほうからは適宜放送してとおっし今って

いましたけども、本当に住民になかなか情報が届いてないという声を多くお聞きしてい
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ます。

お隣の多可町の情報を提供します。多可町では、５月１日の臨時会が終わった早々に

多可町の広報紙の「だいすき！ｔａｋａ」臨時号を発行されて１０万円、この特別定額

給付金、そして裏面には事業者の皆さんへということで持続化給付金等々、そして子育

て世帯への臨時特別給付金、またコロナに対しての三密を避けましょうというようなメ

ッセージも込めて臨時号をすぐに作られて、新聞折り込みで全戸にすぐに届けておられ

ます。先ほどホームページとか告知というのがありましたけども、やはり目に見えると

いうことが大事だと思います。今回のはいつから始まるんだ、そういうことをやっぱり

もう少し住民の方に丁寧に伝えていただきたいと思いますが、町長いかがですか。最後

に質問です。

○議長（安部 重助君） 山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 御意見ありがとうございます。私どもも本日の臨時会において

可決いただきましたら、直ちにその作業に入る予定でございます。臨時会で上程してい

ない中で具体的な情報を発信するということはまたこれも問題があろうかというところ

で、極力抑えてきたというところは御理解いただきたいというふうに考えております。

そのような中で、伝えられるところは伝えてきたということでございます。

繰り返しになりますが、本日議会終了後直ちにその作業に入ってまいります。よろし

くお願いします。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） ほかないようでございますので、質疑を終結します。

これより討論に入ります。

反対討論ございませんか。

〔反対討論なし〕

○議長（安部 重助君） 賛成討論ございませんか。

〔賛成討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論ないようでございます。討論を終結します。

これより第４０号議案を採決いたします。本案については、原案のとおり可決するこ

とに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立全員であります。よって、第４０号議案は、原案のとおり

可決されました。

昼になりましたが、若干時間を延長させていただきます。

・ ・

日程第９ 発議第３号

○議長（安部 重助君） 日程第９、発議第３号、神河町議会委員会条例の一部を改正す
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る条例制定の件を議題とします。

事務局、発議第３号の朗読をしてください。

〔事務局朗読〕

発議第３号 神河町議会委員会条例の一部を改正する条例制定の件

○議長（安部 重助君） 提出者の説明を求めます。

納良幸議員。

○議員（１番 納 良幸君） １番、 納でございます。発議第３号の提案理由並びに

内容について御説明をいたします。

本議案は、神河町議会委員会条例の一部改正であります。上下水道課の常任委員会所

管事務調査については、これまで産業建設常任委員会で行ってまいりました。しかしな

がら、上下水道課の事務事業内容については施設整備等ハーの事業が減少し、施設の維

持管理、料金収納等が中心となっているところで、また各常任委員会の事務調査量のバ

ランスを鑑みても所管委員会の変更が必要であると判断したため、神河町議会委員会条

例における常任委員会の所管を改正するものでございます。

内容につきましては、第２条第２号中、民生福祉常任委員会の所管に上下水道課を追

加し、同条第３号中に産業建設常任委員会の所管から上下水道課を削除するものでござ

います。

また、第２８条第３項は条文の文言の整理でございます。

なお、本条例は公布の日から施行いたします。

１上、簡単ですが、提案説明を終わります。よろしく御審議のほどお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑のある方どうぞ。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。

反対討論ございませんか。

〔反対討論なし〕

○議長（安部 重助君） 賛成討論ございませんか。

〔賛成討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論がないようでございます。討論を終結します。

これより発議第３号を採決いたします。本案については、原案のとおり可決すること

に賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立多数であります。よって、発議第３号は、原案のとおり可
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決されました。

ここで暫時休憩いたします。当局については退席をお願いし、また後ほど時間を設定

させていただきます。

午後０時０５分休憩

午後１時１０分再開

○副議長（藤原 日順君） 会議を再開いたします。

１下申し述べます理由によりまして、議長の職務を私が代行させていただきます。よ

ろしくお願いします。

・ ・

追加日程第１ 議長辞職の件

○副議長（藤原 日順君） 議員の申合せにより、議長の任期は２年となっております。

先刻、安部重助議長から本日付で辞職願が提出されました。

お諮りします。議長辞職の件を日程に追加し、追加日程第１として直ちに議題とする

ことに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○副議長（藤原 日順君） 御異議なしと認めます。したがって、議長辞職の件を日程に

追加し、追加日程第１として直ちに議題とすることに決定いたしました。

追加日程第１、議長辞職の件を議題といたします。

地方自治法第１１７条の規定によって、安部重助議員の退場を求めます。

〔12番 安部重助君退場〕

○副議長（藤原 日順君） お諮りします。地方自治法第１０８条の規定に基づき、安部

重助議員の議長の辞職を許可することについて御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○副議長（藤原 日順君） 御異議なしと認めます。よって、安部重助議員の議長の辞職

を許可することに決定いたしました。

安部重助議員の復席を求めます。

〔12番 安部重助君入場〕

○副議長（藤原 日順君） ここで暫時休憩をいたします。

午後１時１１分休憩

午後１時１３分再開

○副議長（藤原 日順君） 再開します。

・ ・

追加日程第２ 議長の選挙

○副議長（藤原 日順君） ただいま安部重助議員の議長辞職に伴い欠員となりました議
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長の選挙を本日の日程に追加し、追加日程第２として選挙を行いたいと思いますが、御

異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○副議長（藤原 日順君） 御異議なしと認めます。したがって、議長の選挙を日程に追

加し、追加日程第２として直ちに選挙を行うことに決定いたしました。

追加日程第２、議長の選挙を行います。

ただいまから議長の選挙を行いますが、立候補もしくは推薦等の御意見はございませ

んか。（発言する者あり）

ただいま立候補の意思表明が出ましたが、立候補の意思表明をすることについて御異

議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○副議長（藤原 日順君） 御異議ございませんので、立候補される方の意思表明をお願

いいたします。

意思表明につきましては、今着席されております議席の順番で行います。

立候補の意思表明は議席の順番で行うわけですけども、立候補される方、御起立をお

願いいたします。

それでは 納議員、そそでお願いいたします。

○議員（１番 納 良幸君） １番、 納でございます。議長選挙に立候補いたします。

立候補の抱負といいましょうか、私の考えを述べさせていただきます。

二元代表制で一つは町長、二つは議員、これが二元代表制であり、町長に対峙するの

は我々議員の立場でございます。いわゆる一人一人の立場と申しましょうか、私の常日

頃から申し上げておりますとおり、皆さんは一国一城のあるじとして地域、神河町内か

ら選ばれてこの議場にお集まりだと私は常に思っております。ですから、個人的な御意

見を皆さん地域のこともありましょうし、全体的なことについても質疑等で賛成、反対

というような感じでやられてるのは当然でございますけれども、国、県、町に対して強

く発信しなければならないときは、その意を一にして町に対して、県に対して、国に対

して物申さなくてはならないと思います。

現状、新型コロナウイルス感染症が拡大し、兵庫県でもまだまだ増えているようでご

ざいますけれども、いつ終息を迎えるかどうかは分かりません。これは個人的な意見と

申しましょうか思いですけれども、なかなかこれは難しいんではないかと。だけれども

町内の業者様、自営業をされてる皆さんも大変な立場で今要請に携わっておられますの

で、その要請解除に向けても議員一丸となって町、県、国に物を申さなければならない

ときが必ず来ると私は思っております。ですから、今も臨時議会が開かれましたけれど

も、一つ一つについては是々非々で皆さん判断していただいてええんですけども、ここ

に至って新型コロナ等々で死者も出ておるわけでございますけれども、一つにいわゆる

神崎郡においては１町で感染者が出たということでありますけれど、私はうわさしか存
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じ上げませんが、すごい誹謗中傷、い別等々があるようでございます。ですからその一

家といいましょうか御家族は大変な目をされ、今そこにいらっし今らないのではないか

というようなうわさも聞いたことがございます。

我が神河町は病院を抱えております。ですから、そういう意味での医療従事者等々に

関する考えられるいわゆるものを我々は防波堤となって守らなければならない。いわゆ

るコロナで亡くなられる方、それから重労働で要するに悲しいことでございますけれど

も命を絶ってしまう方もおられるかも分かりません。まして個人事業主等々は大変苦労

されておりますので、その点でもそういう人が出ないように、悪い方向にならないよう

に我々はここで頑張らなければならないと思っております。ですから全てにおいては是

々非々でよろしいけれども、神河町議会としての行動を取るときには行動を一にできる

ような折衷案でも意見をたくさん出していただいて、その中で選んでいかなければなら

ないと思っております。

私は、そういう意味で、神崎郡内の町議会の中でもやはり神河町議会はすばらしい凜

とした議会だなと言われるようなやはり態度は取っていかなくてはならないと思ってお

ります。ですから、諸先輩方が築いていただいた伝統を守りながら、これからもますま

す神河町議会そのものが町民の皆様方、郡内の皆様方に理解していただけるように努力

してまいりたい、このように考えております。そういう意味で私は立候補させていただ

き、皆さんの御協力とお願いという立場で抱負を終わります。

○副議長（藤原 日順君） ほかに立候補されます方、いらっし今いますでしょうか。

ないようでございます。

立候補の意思表明が終わりました。

念のため申し上げます。この選挙についての被選挙権は１１名の議員全てにございま

す。

それでは、事務局長から選挙の手順を説明させます。

ここで暫時休憩いたします。

午後１時２１分休憩

午後１時２３分再開

○副議長（藤原 日順君） 会議を再開いたします。

追加日程第２、議長の選挙を行います。

選挙の方法については、投票により行いたいと思いますが、これに御異議ございませ

んか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○副議長（藤原 日順君） 御異議なしと認めます。よって、選挙は投票によって行いま

す。

会議規則第２８条の規定により、議場を閉鎖いたします。
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〔議場閉鎖〕

○副議長（藤原 日順君） ただいまの出席議員数は１１名であります。

お諮りいたします。会議規則第３２条第２項の規定により、立会人に１番、 納良幸

議員、２番、三谷克巳議員を指名いたしたいと思いますが、これに御異議ございません

か。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○副議長（藤原 日順君） 御異議なしと認めます。よって、立会人に 納良幸議員、三

谷克巳議員を指名いたします。

ここで投票用紙を配付いたします。

念のため申し上げます。投票は単記無記名でございます。

〔投票用紙配付〕

○副議長（藤原 日順君） 投票用紙の配付漏れはございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○副議長（藤原 日順君） 配付漏れなしと認めます。

それでは、投票箱を点検いたします。事務局、投票箱の点検をお願いします。

〔投票箱点検〕

○副議長（藤原 日順君） 異状なしと認めます。

ただいまから投票を行います。

事務局長が議席番号と氏名を呼び上げますので、順次投票用紙に被選挙人の氏名を記

載の上、投票願います。

事務局長、点呼してください。

〔事務局長点呼、議員投票〕

１番 納 良幸君 ２番 三谷 克巳君 ３番 澤田 俊一君

４番 小寺 俊輔君 ５番 吉岡 嘉宏君 ６番 小島 義次君

８番 藤森 正晴君 ９番 藤原 裕和君 10番 栗原 哉君

11番 藤原 日順君 12番 安部 重助君

○副議長（藤原 日順君） １上、投票漏れはございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○副議長（藤原 日順君） 投票漏れなしと認めます。投票を終了いたします。

ただいまから開票を行います。 納良幸議員、三谷克巳議員、立会いをお願いいたし

ます。

事務局開票してください。

〔開 票〕

○副議長（藤原 日順君） 選挙の結果を報告いたします。
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投票総数１１票、有効投票１１票、無効投票ゼロ票。

有効投票のうち、 納良幸議員９票。１下、省有いたします。１上のとおりでござい

ます。

この選挙の法定得票数は３票であります。よって、 納良幸議員が議長に当選されま

した。

議場の閉鎖を解きます。

〔議場開鎖〕

○副議長（藤原 日順君） ただいま議長に当選されました 納良幸議員が議場におられ

ますので、本席より会議規則第３３条第２項の規定により告知いたします。

納良幸議長、当選挨拶をそそでお願いいたします。

○議員（１番 納 良幸君） ただいま投票の結果、いわゆる新議長と申し上げてよろ

しいんでしょうか、議長に当選させていただきました 納良幸でございます。

先ほど申し上げたとおり、私は神河町議会が凜とした姿、神崎郡、県に行っても一番

小さい町であってもしっかりやってるな、みんな一生懸命やってるなと言っていただけ

るような議会を目指したい。諸先輩方の御意見、今までの議員の皆様方の御意見も聞き

ながら是々非々でやっていきたいと思いますので、皆さんの今後の御協力、御指導、御

鞭撻をよろしくお願いいたしまして挨拶とさせていただきます。ありがとうございまし

た。

○副議長（藤原 日順君） 議長の挨拶が終わりました。

それでは、ここで議長職の責務を解かせていただき、新議長と議長席を交代いたしま

す。御協力ありがとうございました。

納議長、議長席にお着き願います。

〔副議長退席、議長着席〕

○議長（ 納 良幸君） ここで暫時休憩をいたします。

午後１時３９分休憩

午後１時４１分再開

○議長（ 納 良幸君） 再開をいたします。

・ ・

追加日程第３ 副議長辞職の件

○議長（ 納 良幸君） 先刻、藤原日順副議長から本日付で辞職願が提出されました。

お諮りいたします。副議長辞職の件を日程に追加し、追加日程第３として直ちに議題

とすることに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（ 納 良幸君） 異議なしと認めます。したがって、副議長辞職の件を日程に追

加し、追加日程第３として直ちに議題とすることに決定いたしました。
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追加日程第３、副議長辞職の件を議題といたします。

地方自治法第１１７条の規定により、藤原日順議員の退場を求めます。

〔11番 藤原日順君退場〕

○議長（ 納 良幸君） お諮りします。地方自治法第１０８条の規定に基づき、藤原日

順議員の副議長の辞職を許可することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（ 納 良幸君） 異議なしと認めます。よって、藤原日順議員の副議長の辞職を

許可することに決定いたしました。

藤原日順議員の復席を求めます。

〔11番 藤原日順君入場〕

○議長（ 納 良幸君） ここで暫時休憩をいたします。

午後１時４３分休憩

午後１時４５分再開

○議長（ 納 良幸君） 再開します。

・ ・

追加日程第４ 副議長の選挙

○議長（ 納 良幸君） ただいま藤原日順議員の副議長職辞職に伴い欠員となりました

副議長の選挙を本日の日程に追加し、追加日程第４として選挙を行いたいと思います。

御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（ 納 良幸君） 異議なしと認めます。したがって、副議長の選挙を日程に追加

し、追加日程第４として直ちに選挙を行うことに決定いたしました。

追加日程第４、副議長の選挙を行います。

ただいまから副議長の選挙を行いますが、立候補もしくは推薦等の御意見はございま

せんか。

立候補等がございませんので、追加日程第４、副議長の選挙を行います。

選挙の方法については投票により行いたいと思いますが、これに御異議ございません

か。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（ 納 良幸君） 異議なしと認めます。よって、選挙は投票によって行います。

それでは、議長の選挙と同様の手順で副議長の選挙を行います。

会議規則第２８条の規定により、議場を閉鎖いたします。

〔議場閉鎖〕

○議長（ 納 良幸君） ただいまの出席議員数は１１名であります。

お諮りいたします。会議規則第３２条第２項の規定により、立会人に３番、澤田俊一
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議員、４番、小寺俊輔議員を指名いたしたいと思いますが、これに御異議ございません

か。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（ 納 良幸君） 異議なしと認めます。よって、立会人に澤田俊一議員と小寺俊

輔議員を指名いたします。

ここで投票用紙を配付いたします。

念のため申し上げます。投票は単記無記名であります。

〔投票用紙配付〕

○議長（ 納 良幸君） 配付漏れはございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（ 納 良幸君） 配付漏れなしと認めます。

投票箱を点検いたします。

〔投票箱点検〕

○議長（ 納 良幸君） 異状なしと認めます。

ただいまから投票を行います。

事務局長から議席番号と氏名を呼び上げますので、順次投票用紙に被選挙人の氏名を

記載の上、投票願います。

〔事務局長点呼、議員投票〕

１番 納 良幸君 ２番 三谷 克巳君 ３番 澤田 俊一君

４番 小寺 俊輔君 ５番 吉岡 嘉宏君 ６番 小島 義次君

８番 藤森 正晴君 ９番 藤原 裕和君 10番 栗原 哉君

11番 藤原 日順君 12番 安部 重助君

○議長（ 納 良幸君） 投票漏れはございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（ 納 良幸君） 投票漏れなしと認めます。投票を終了いたします。

ただいまから開票を行います。澤田俊一議員、小寺俊輔議員、立会いをお願いいたし

ます。

〔開 票〕

○議長（ 納 良幸君） 事務局長、選挙の結果を報告してください。

○議会事務局長（小林 英和君） 選挙の結果を報告いたします。

投票総数１１票、有効投票１０票、無効投票１票。

有効投票のうち、澤田俊一議員７票。１下、省有いたします。

１上のとおりでございます。

○議長（ 納 良幸君） この選挙の法定得票数は３票であります。よって、澤田俊一議
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員が副議長に当選されました。

議場の閉鎖を解きます。

〔議場開鎖〕

○議長（ 納 良幸君） ただいま副議長に当選されました澤田俊一が議場におられます

ので、本席より会議規則第３３条第２項の規定により告知をいたします。

澤田俊一副議長、当選挨拶をお願いいたします。そそでお願いします。

○議員（３番 澤田 俊一君） 失礼いたします。先ほど副議長選挙当選の告知を受けま

した澤田俊一です。その責任の重さに身が引き締まる思いであります。副議長としての

職務を遂行するとともに、議長の補佐役として町政の発展、また議会の公平かつ円滑な

運営に努めてまいりたいと思っております。一生懸命に頑張りますので、どうか皆さん

よろしくお願いしたいと思います。

議会議員としては１期目、３年目であり、かつ委員長経験もない私、澤田が何ができ

るんだとおっし今る議員もおられるかもしれません。ここで私の思いの一端を述べさせ

ていただきます。

先ほど 納議長が立候補の表明をされたときに、やはり議会の力、議会が一つになっ

てということをおっし今いました。私は、その部分について本当に同感でございます。

そういう中で、私はその一つとして、議会としての力を高めるためにはやはり全員協議

会の機能を高めることが必要ではないかなというふうに考えております。昨年の商明会

の役員、また区長会の皆さんとの意見交換会で議会の活動、またそれぞれの議員の活動

が見えないという厳しい御意見を承りました。私自身も反省するところが大いにありま

した。

昨日の全員協議会、そして本日の令和２年度一般会計補正予算における新型コロナウ

イルス感染症対策についての質問や審議において感じたことがございます。町民の皆さ

んからは、役場がどんな施策をやっているのか分からないとの御意見を聞きます。同時

に、議会もしっかりしろよというおにりも受けております。そういう中で、先ほど 納

新議長もおっし今いましたように、一人一人の思いを執行部に訴えるだけではやはりそ

の力に限界があるんではないかなというふうに感じております。私は、先ほども言いま

したように議会としての力、まとまった力を発２するのはやはり私たち議員も準備が必

要ではないかと思います。その事前の準備には、やはり全員協議会において議員間で自

由に意見を交わして、そしてその中で議会として一つの力にしていく。そういうことが

必要ではないかなというふうに思います。今後、議長を支え、皆さんと一緒になってそ

のような議論の場づくりを皆さんと一緒にできればいいなというふうに思っております。

今後とも議員の皆様のより一層の御指導、御協力をお願いいたしまして、副議長就任

の挨拶とさせていただきます。

○議長（ 納 良幸君） 副議長の挨拶は終わりました。

ここで暫時休憩いたします。
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午後２時０５分休憩

午後２時２５分再開

○議長（ 納 良幸君） 再開をいたします。

・ ・

追加日程第５ 議席の一部変更

○議長（ 納 良幸君） 議長、副議長の選挙に伴い、会議規則第４条第３項の規定及び

議会運営基準第１３条の規定によって、議席の一部変更を追加日程第５として本日の日

程に追加したいと思いますが、御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（ 納 良幸君） 異議なしと認めます。したがって、議席の一部変更を追加日程

第５として日程に追加することを決定いたしました。

追加日程第５、ただいまより議席の一部変更を行います。

議席の変更については、議長、副議長の選挙に伴い、会議規則第４条第３項の規定及

び議会運営基準第１３条の規定により、議長は最終番、副議長は最終２番となっており

ます。

安部重助議員の議席を１番にし、藤原日順議員の議席を３番に、澤田俊一議員の議席

を１１番にし、私、 納は１２番と変更いたします。

ここで暫時休憩をいたします。

午後２時２６分休憩

午後３時１４分再開

○議長（ 納 良幸君） 再開します。

・ ・

日程第１０ 常任委員会委員の選任

○議長（ 納 良幸君） 日程第１０、常任委員会委員の選任を議題といたします。

常任委員会委員の選任については、委員会条例第８条第４項の規定により、議長から

指名いたします。

先ほど全員の希望と言いましたが、一部御協力をお願いせんなん方もおられますので

御理解のほどよろしくお願いをいたします。

総務文教常任委員会の委員に安部重助議員、三谷克巳議員、藤原日順議員、小島義次

議員、藤原裕和議員、栗原 哉議員、澤田俊一議員、 納良幸でございます。８人でご 

ざいます。１上。

次に、民生福祉常任委員会。藤原日順議員、小寺俊輔議員、吉岡嘉宏議員、小島義次

議員、藤森正晴議員、藤原裕和議員、 納良幸でございます。１上７名。

次に、産業建設常任委員会の委員に安部重助議員、三谷克巳議員、小寺俊輔議員、吉
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岡嘉宏議員、藤森正晴議員、栗原 哉議員、澤田俊一議員。

１上のとおり各常任委員会委員に指名いたします。

ここでお諮りをいたします。ただいま指名したとおりそれぞれの常任委員会の委員に

選任することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（ 納 良幸君） 異議なしと認めます。なお、常任委員会の委員長、副委員長は

委員会条例第９条第２項の規定によってそれぞれの委員会で７選することとなっており

ますので、よろしくお願いをいたします。

ここで暫時休憩いたします。

午後３時１９分休憩

午後３時５５分再開

○議長（ 納 良幸君） 再開をいたします。

ただいま各常任委員会が開催され正副委員長の７選がなされておりますので、御報告

申し上げます。

総務文教常任委員会の委員長に三谷克巳議員、副委員長に小島義次議員。民生福祉常

任委員会の委員長に吉岡嘉宏議員、副委員長に小寺俊輔議員。産業建設常任委員会の委

員長に栗原 哉議員、副委員長に藤森正晴議員。１上のとおり７選されました。ここに

御報告申し上げます。

ここで暫時休憩いたします。

午後３時５８分休憩

午後４時００分再開

○議長（ 納 良幸君） 再開します。

・ ・

日程第１１ 議会運営委員会委員の選任

○議長（ 納 良幸君） 日程第１１、議会運営委員会委員の選任を議題といたします。

選任については、委員会条例第８条第４項の規定により、議長から指名いたします。

議会運営委員会の委員に安部重助議員、三谷克巳議員、吉岡嘉宏議員、栗原 哉議員、

澤田俊一議員、１上５名を指名いたします。

お諮りいたします。ただいま指名いたしました５名を議会運営委員会の委員に選任す

ることに異議はございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（ 納 良幸君） 御異議ないものと認めます。よって、議会運営委員会委員は議

長指名のとおり選任されました。

なお、議会運営委員会委員の委員長、副委員長は委員会条例第９条第２項の規定によ
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り委員会で７選することになっておりますので、よろしくお願いをいたします。

ここで暫時休憩をいたします。

午後４時０３分休憩

午後４時１４分再開

○議長（ 納 良幸君） 再開をいたします。

ただいま議会運営委員会が開催され正副委員長の７選がなされておりますので、御報

告申し上げます。

委員長に安部重助議員、副委員長に三谷克巳議員。１上のとおり７選されております

ので、御報告を申し上げます。

・ ・

日程第１２ 特別委員会委員の選任

○議長（ 納 良幸君） 日程第１２、特別委員会委員の選任を行います。

当議会に設置している特別委員会のうち、広報公聴活動調査特別委員会委員は広報発

行規程により任期が２年となっています。

人権文化推進特別委員会については、委員全員から、本日付で辞職願が提出されまし

た。

お諮りします。人権文化推進特別委員会委員の辞職を許可することに御異議ございま

せんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（ 納 良幸君） 御異議ないものと認めます。よって人権文化推進特別委員会委

員の辞職を許可することに決定しました。

各特別委員会委員の選任については、委員会条例第８条第４項の規定により、議長か

ら指名をいたします。

広報公聴活動調査特別委員会の委員に藤原日順議員、吉岡嘉宏議員、小島義次議員、

藤森正晴議員、栗原 哉議員、澤田俊一議員、１上６名。

人権文化推進特別委員会の委員に安部重助議員、三谷克巳議員、小寺俊輔議員、藤原

裕和議員、１上４名を指名いたします。

ここでお諮りいたします。ただいま指名いたしましたとおり、各特別委員会の委員に

選任することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（ 納 良幸君） 御異議ないものと認めます。よって、各特別委員会の委員は、

議長指名のとおり選任されました。

なお、特別委員会の委員長、副委員長は委員会条例第９条第２項の規定によりそれぞ

れの委員会で７選することになっておりますので、よろしくお願いをいたします。

ここで暫時休憩をいたします。
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午後４時１７分休憩

午後４時３１分再開

○議長（ 納 良幸君） 再開します。

ただいま各特別委員会が開催され正副委員長の７選がなされておりますので、御報告

申し上げます。

広報公聴活動調査特別委員会の委員長に小島義次議員、副委員長に吉岡嘉宏議員。人

権文化推進特別委員会の委員長に安部重助議員、副委員長に小寺俊輔議員。１上のとお

りそれぞれ７選されておりますので、御報告申し上げます。

・ ・

追加日程第６ 一部事務組合議会議員の選挙

○議長（ 納 良幸君） ここでお諮りします。一部事務組合議会議員の選挙を日程に追

加して、追加日程第６として直ちに議題とすることに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（ 納 良幸君） 異議なしと認めます。したがって、一部事務組合議会議員の選

挙を日程に追加し、追加日程第６として直ちに議題とすることに決定いたしました。

追加日程第６、一部事務組合議会議員の選挙を議題といたします。

これより中播衛生施設事務組合議会議員及び中播北部行政事務組合議会議員選挙を行

います。

お諮りいたします。選挙の方法につきましては、地方自治法第１１８条第２項の規定

により指名推選にしたいと思いますが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（ 納 良幸君） 御異議なしと認め、地方自治法第１１８条第２項の規定により、

指名推選にすることに決定いたしました。

お諮りします。指名の方法については、議長において指名したいと思いますが、これ

に御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（ 納 良幸君） 異議ないものと認めます。よって、各一部事務組合議会議員は、

議長より指名することに決定いたしました。

中播衛生施設事務組合議会議員に吉岡議員と私の２名、中播北部行政事務組合議会議

員に吉岡嘉宏議員、澤田俊一議員と私の３名。１上のとおり指名いたします。

お諮りいたします。ただいま指名しましたとおり、各一部事務組合議会議員の当選人

を決定することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（ 納 良幸君） 御異議ないものと認めます。よって、吉岡嘉宏議員と私が中播

衛生施設事務組合議会議員に、吉岡嘉宏議員、澤田俊一議員と私が中播北部行政事務組
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合議会議員に当選いたしました。

会議規則第３３条第２項の規定により、それぞれの議員が議場におられますので告知

をいたします。

ここで暫時休憩をいたします。当局に入っていただきますので、４時５０分まで休憩

といたします。

午後４時３６分休憩

午後４時５１分再開

○議長（ 納 良幸君） 再開します。

再開に当たり、構成替えにおいて私、 納良幸がこのたび議長に当選いたしました。

どうぞ皆様方の御指導、御鞭撻よろしくお願いをいたします。

欠席届が出ております。健康福祉課、桐月課長から欠席届が出ております。

お諮りいたします。本日の会議時間は、議事の都合によりあらかじめこれを延長した

いと思いますが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（ 納 良幸君） 異議なしと認めます。よって、会議時間を延長することに決定

いたしました。

ここで、先ほど決定いたしました議会構成の概要について御報告申し上げます。

副議長に澤田俊一議員、総務文教常任委員長に三谷克巳議員、副委員長に小島義次議

員、民生福祉常任委員長に吉岡嘉宏議員、副委員長に小寺俊輔議員、産業建設常任委員

長に栗原 哉議員、副委員長に藤森正晴議員、議会運営委員長に安部重助議員、副委員

長に三谷克巳議員、広報公聴活動調査特別委員長に小島義次議員、副委員長に吉岡嘉宏

議員、人権文化推進特別委員長に安部重助議員、副委員長に小寺俊輔議員、１上のとお

りでございます。どうぞよろしくお願いをいたします。

・ ・

追加日程第７ 常任委員会所管事務調査の申し出について

○議長（ 納 良幸君） ここでお諮りいたします。神河町議会委員会条例の一部を改正

する条例が可決されたことに伴い常任委員会の所管事務が変更になったため、常任委員

会所管事務調査の申し出についてを日程に追加し、追加日程第７として議題にしたいと

思いますが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（ 納 良幸君） 御異議ないものと認めます。したがって、常任委員会所管事務

調査の申し出についてを日程に追加し、追加日程第７として議題とすることに決定いた

しました。

追加日程第７、常任委員会所管事務調査の申し出についてを議題といたします。

常任委員会の所管事務について、会議規則第７５条の規定により、お手元に配付され
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ておりますとおり閉会中の継続審査としたい旨の申出がございます。

お諮りいたします。常任委員長の申出のとおり、閉会中の継続審査にすることに御異

議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（ 納 良幸君） 御異議ないものと認め、常任委員長申出のとおり閉会中の継続

審査とすることに決定いたしました。

・ ・

○議長（ 納 良幸君） １上で本日の日程は全て終了いたしました。

お諮りいたします。本臨時会に付議された案件は全て議了いたしました。これで閉会

したいと思いますが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（ 納 良幸君） 御異議ないものと認めます。

これをもちまして第９３回神河町議会臨時会を閉会いたします。

午後４時５６分閉会

議長挨拶

○議長（ 納 良幸君） 閉会に当たり、一言御挨拶を申し上げます。

先ほども申し上げたとおり、議員が一丸となって町部局とともに神河町民のさらなる

福祉の向上、安全安心に資するために共に努力してまいりたい、このように思っており

ます。

くしくも世界中で新型コロナウイルスが蔓延し、いつ当町に飛び火するかも分かりま

せん。それを何とか全員で防ぎ、人命に関わらないような方策を全員で考えていただき

たい。私も率先してやりたいと思いますので、今後ともどうぞよろしくお願いをいたし

ます。

町長挨拶

○町長（山名 宗悟君） それでは、私からも臨時会の閉会に当たり御挨拶申し上げます。

議会におかれましては、 納議長、澤田副議長をはじめとする各役員の選出、各委員

会の構成など今後の議会運営に関わる重要な事柄を決定されました。とりわけこのたび

退任されました安部重助前議長には、約１０年という長きにわたり議会の長として神河

町のまちづくりに御尽力いただきましたことに心からのお礼と感謝の意を表します。引

き続きの御活躍を御祈念申し上げます。

また、新たに就任されました正副議長をはじめ各委員等に就任されました議員各位に

おかれましては「ハートがふれあう住民自治のまち」「大好き！私たちの町 かみか

わ」のまちづくり、そして当面の緊急課題である新型コロナ対策事業、あわせて第２期

地域創生事業を強力に、かつスピーディーに推進していくため、い別の御理解と御支援

－６０－



を賜りますようよろしくお願いいたします。

各位には、本日提案させていただきました案件全てにつきまして真摯な御論議、御助

言の中、承認、可決いただき誠にありがとうございました。

新型コロナウイルス対策関連予算におきましては、本日から具体の事務作業のスピー

の化を図り、遅滞なく事業執行に全力で取り組んでまいります。

国におけるコロナ治療薬開発では、昨日国内初の治療薬レムデシベルが特例承認され、

また特に注目をされている治療薬アビガンについても承認を目指すなど、明るい兆しも

見えてきているところです。さらに、国及び兵庫県においても新型コロナウイルスの特

別措置法に基づく休業、外出自粛要請の段階的解除に向けての基準を作成する準備を進

めるとしています。

そのような状況の中、希望を持ちつつ、しかし気を緩めることなくしっかりと現行体

制を継続することにより、必ず解除の時期、そして出口が近づくことを確信しています。

終わりに、吹き抜ける風が何とも心地よい季節になっていますが、議員各位におかれ

ましては今後とも健康には十分御留意していただき、町政発展のため引き続き御活躍い

ただきますようお願い申し上げまして、閉会に当たりましての挨拶とさせていただきま

す。ありがとうございました。

午後５時００分
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